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日
本
人
は
、
海
外
の
料
理
や
食
材
を
ア
レ
ン
ジ
す

る
の
が
得
意
で
す
。
古
く
は
、
ナ
ポ
リ
タ
ン
や
ト
ン

カ
ツ
、
そ
し
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
。
最
近
で
も
、

サ
ル
サ
ソ
ー
ス
を
つ
か
っ
た
「
タ
コ
ラ
イ
ス
」
な
ど

現
地
の
人
も
ビ
ッ
ク
リ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
し

て
ラ
ー
メ
ン
も
そ
ん
な
一
品
。

　
諸
説
は
あ
る
も
の
の
、
ラ
ー
メ
ン
は
中
国
の
湯
麺

が
ル
ー
ツ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
国
の
麺
料
理

に
は
汁
な
し
の
も
の
も
多
く
、
日
本
で
独
自
に
発
展

し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
中
国
で
は
ラ
ー
メ
ン
は
「
日
式
拉
麺
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
日
本
の
食
べ
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
ラ
ー
メ
ン
ほ
ど
一
つ
の
名
前
の
メ
ニ
ュ
ー

で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
料
理
も
ま
れ
で
し
ょ
う
。

　
お
店
ご
と
に
特
徴
の
あ
る
、
た
れ
、
ス
ー
プ
、
麺
、

そ
し
て
具
材
。
御
当
地
も
の
か
ら
〇
〇
系
ま
で
、
最

近
は
海
外
で
の
人
気
に
と
も
な
い
宗
教
に
配
慮
し
た
ハ

ラ
ー
ル
対
応
、
コ
ー
シ
ャ
対
応
。
そ
し
て
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
、

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
向
き
の
も
の
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
ー
メ
ン
の
魅
力
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
行

列
が
で
き
る
お
店
は
ど
こ
も
ス
ー
プ
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。
牛
豚
骨
、
鶏
ガ
ラ
な
ど
の
動
物
系
の
素
材

や
、
甲
殻
類
、
魚
の
ア
ラ
な
ど
の
魚
介
、
そ
し
て
昆

布
や
煮
干
し
、
し
い
た
け
な
ど
の
乾
物
や
香
味
野
菜

を
店
の
こ
だ
わ
り
で
組
み
合
わ
せ
、
長
時
間
煮
出
し

て
と
り
ま
す
。
昨
今
タ
イ
パ
（
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
）
が
求
め
ら
れ
、
毎
日
の
料
理
に
も
「
時
短
」

が
大
事
な
コ
ン
セ
プ
ト
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

時
間
を
か
け
て
と
ら
れ
た
、
旨
み
た
っ
ぷ
り
の
ス
ー

プ
が
、
手
軽
に
い
た
だ
け
る
ラ
ー
メ
ン
は
、
ま
す
ま

す
人
気
な
の
で
し
ょ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
お
湯
だ
け
で
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
は
、
究
極
の
「
タ
イ
パ
め
し
」。

こ
ち
ら
が
人
気
な
の
も
納
得
で
す
。

　
さ
て
、
私
の
ふ
る
さ
と
、
佐
賀
の
有
田
は
、
焼
き

物
の
街
な
ら
で
は
の
形
で
、
ラ
ー
メ
ン
に
も
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。

　「
家
庭
で
使
い
や
す
い
ラ
ー
メ
ン
鉢
」
を
追
求
し
、

味
わ
い
に
影
響
す
る
形
や
重
さ
を
研
究
し
、「
究
極

の
ラ
ー
メ
ン
鉢
」
を
考
案
。
そ
こ
に
13
の
窯
元
の
職

人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
絵
付
や
釉
薬
で
加

飾
し
た
も
の
で
、
金
箔
を
ほ
ど
こ
し
た
豪
華
な
も

の
か
ら
、
モ
ダ
ン
柄
ま
で
揃
っ
て
い
ま
す
。
今
年

で
20
周
年
を
迎
え
る
取
り
組
み
で
、
こ
れ
ま
で
に

3
0
0
以
上
の
も
の
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
形
状
の
こ
だ
わ
り
は
「
ふ
ち
部
分
は
う
す
く

て
口
あ
た
り
が
よ
く
、
麺
が
ゆ
っ
た
り
と
収
ま
る
底

面
、
高
台
が
広
く
安
定
性
が
あ
る
」
こ
と
。
お
そ
ろ

い
の
柄
の
れ
ん
げ
も
「
ス
ー
プ
を
口
に
入
れ
る
際
に
、

中
心
か
ら
流
れ
る
よ
う
に
設
計
」
さ
れ
て
お
り
、
し

か
も
「
ラ
ー
メ
ン
鉢
の
ふ
ち
に
ひ
っ
か
け
る
こ
と
が

で
き
中
に
落
ち
な
い
構
造
」。
そ
し
て
、
私
が
う
れ

し
い
の
は
「
女
性
で
も
持
ち
や
す
い
約
5
0
0
ｇ
」

の
鉢
の
軽
さ
。
高
齢
者
や
子
ど
も
に
も
や
さ
し
い

ラ
ー
メ
ン
鉢
な
の
で
す
。

　
紅
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
の
「
マ
イ
カ
ッ
プ
」
も
す
て
き

で
す
が
、
ラ
ー
メ
ン
を
入
れ
る
お
気
に
入
り
の
「
マ

イ
鉢
」
も
、
楽
し
い
で
す
ね
。
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。
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国
産
鶏
肉 

桜
姫
Rは
な
ぜ
、

人
気
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
た
の
か
？

ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
は
日
本
国
内
の
食
肉
販
売
量
の
約
５
分
の
１
を
供
給
し
て
お
り
、
安
全
・
安
心
な
お
肉
を
食
卓
に

届
け
て
い
る
。
消
費
者
の
健
康
志
向
が
高
ま
る
中
で
、そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ブ
ラ
ン
ド
食
肉
の
需
要
も
年
々
高
ま
っ
て
き
た
。

中
で
も
、
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
挑
戦
を
続
け
る
当
社
の
ブ
ラ
ン
ド
食
肉
「
国
産
鶏
肉 

桜
姫

®
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

　「
国
産
鶏
肉 

桜
姫

®
」
は
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム

グ
ル
ー
プ
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
食
肉
だ
。

２
０
１
４
年
か
ら
販
売
数
量
は
10
年
間
で
大

幅
伸
長
し
て
い
る
。

　
生
鮮
食
品
で
あ
り
相
場
品
の
た
め
地
域
や

ス
ー
パ
ー
に
よ
っ
て
置
か
れ
る
商
品
が
異
な

る
食
肉
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
日
本
全
国

で
販
売
で
き
る
ブ
ラ
ン
ド
食
肉
は
実
は
少
な

い
。
そ
ん
な
中
、
桜
姫
は
ブ
ラ
ン
ド
誕
生
か

ら
20
年
以
上
か
け
て
日
本
全
国
に
販
売
網
を

広
げ
て
き
た
。
販
売
網
が
拡
大
し
た
要
因
の

一
つ
に
、「
お
い
し
さ
の
見
え
る
化
」
が
あ
る
。

　
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
の
事
業
を
技
術

面
か
ら
支
え
て
い
る
日
本
ハ
ム（
株
）中
央
研

究
所
の
協
力
の
下
、
販
売
当
初
よ
り
他
ブ
ラ

ン
ド
に
先
駆
け
て
定
量
的
な
デ
ー
タ
を
掲
出

し
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。
ま
た
、
桜

色
の
肉
質
、
鶏
独
特
の
臭
み
や
ド
リ
ッ
プ
＊
の

少
な
さ
も
、飼
料
を
開
発
し
た
中
部
飼
料(

株)

と
の
共
創
や
、
鶏
肉
の
生
産
・
飼
育
、
処
理
・

加
工
を
行
う
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
の
日

本
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム(

株)

に
よ
る
、
飼
育

方
法
の
工
夫
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
こ
れ
ら
の
特
長
か
ら
、
当
初
は
関
西
エ
リ

ア
の
量
販
店
の
み
で
販
売
し
て
い
た
桜
姫
の
販

売
網
が
徐
々
に
広
が
っ
た
。
販
売
数
量
の
増

加
に
伴
い
、
全
国
で
生
産
さ
れ
始
め
た
こ
と

が
安
定
供
給
に
つ
な
が
り
、
ブ
ラ
ン
ド
食
肉

と
し
て
の
基
盤
は
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。

日
本
全
国
で
選
ば
れ
る

ブ
ラ
ン
ド
食
肉
に
な
る
ま
で

ブ
ラ
ン
ド
食
肉
で
は
珍
し
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
戦
略
で
認
知
度
向
上

TM

鶏肉が大好き！元気
でおちゃめなお姫様。
桜の髪飾りとピンク
の着物がトレードマ
ークです。

桜姫ちゃん
イメージキャラクター

桜姫の特長

一般の鶏肉に比べて
ビタミン E が 3 倍以上 *

透明感のある桜色

鶏独特の臭みが少ない

うま味成分の一種である
グルタミン酸が一般の鶏肉に比べて約 1.7 倍 *
＊桜姫むね肉と日本栄養・食糧学会遊離アミノ酸データベース 11180602 若鶏肉むね比較

【グルタミン酸含有量】

若鶏むね肉

桜姫むね肉

5 20 3510

22.4

25 40 （mg/100g）0 15 30

38.8

約1.7倍

● 新潟工場から出荷開始
● 桜姫20周年
   プロモーションスタート
● 桜姫商標取得20周年
● キャラクターリニューアル

● 芸能人起用　受験応援、
　 新生活応援プロモーション
● 桜姫ブランドサイトリニューアル

● 春のキャンペーンスタート

Q. あなたが「国産鶏肉 桜姫（部位を表示）」を購入した理由として
　 あてはまるものを全てお選びください。（MA）

2023 年 9月（株）リサーチ・アンド・イノベーション 調べより抜粋
桜姫を実際に購入した方を対象にアンケート調査

2023年3月日本ハム（株）中央研究所調べ

注 : 複数回答 n=100

40

20

60

（%）
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0

桜姫の販売数量推移

安全・安心なお肉を届けるニッポンハムグループの
バーティカル・インテグレーション・システムとは

食肉（国産牛肉・豚肉・鶏肉および輸入牛肉）の生産・飼育から処理・加工、物流、販売までを一貫し
て行うシステムです。サプライチェーンを自社で構築することにより、安全で高品質な食肉を安定的にお
届けすることが可能になります。桜姫もこのシステムで生産・飼育から、販売まで行っています。

スーパー

外食店

ニッポンハムグループ

生産・飼育 製造処理・加工 物流 販売今後の展望

TM

より一層お客様とのコミュ
ニケーションを大切にしなが
ら、 日々の生活に寄り添っ
た企画で共感や新しいワク
ワクを届けてまいります。

　
桜
姫
の
認
知
度
向
上
の
一
端
を
担
っ
て
い

る
の
は
、
そ
の
見
た
目
、
デ
ー
タ
に
裏
付
け

ら
れ
た
肉
質
の
よ
さ
だ
け
で
は
な
い
。
ブ
ラ

ン
ド
食
肉
戦
略
と
し
て
は
珍
し
い
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
桜
姫
ち
ゃ
ん
」
の
果
た
し

て
い
る
役
割
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

　
桜
姫
ち
ゃ
ん
を
初
め
て
起
用
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
は
、
２
０
１
４
年
。
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
戦
に
お
い
て
『
桜
姫
ナ
イ

タ
ー
』
を
行
い
、
２
０
１
５
年
に
は
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
、

交
通
広
告
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
し
、
桜
姫
の
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度

は
20
年
以
上
か
け
て
24
・
３
％
（
２
０
２
４
年

８
月
時
点
）
ま
で
向
上
し
て
い
る
。
　
　

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
同
時
期

に
、
外
資
系
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
が
始
ま
っ
た

こ
と
も
桜
姫
の
販
売
数
量
増
大
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
で
は
、
他
社
に
先

駆
け
て
約
10
年
前
よ
り
「
産
地
パ
ッ
ク
」
の
開

発
・
導
入
に
も
取
り
組
ん
だ
。
産
地
パ
ッ
ク
と

は
、
産
地
で
真
空
パ
ッ
ク
し
一
度
も
開
封
さ

れ
る
こ
と
な
く
精
肉
売
り
場
に
陳
列
さ
れ
る
。

鮮
度
が
保
た
れ
る
と
同
時
に
包
装
資
材
が
削

減
で
き
、
さ
ら
に
バ
イ
オ
マ
ス
含
有
フ
ィ
ル
ム

を
一
部
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
も
配
慮

し
た
商
品
だ
。
こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦

を
続
け
て
き
た
こ
と
が
、
桜
姫
の
今
日
の
ブ
ラ

ン
ド
伸
長
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

最新情報や桜姫を使ったレ
シピ、産地パックの販売先
もご確認いただけます。
https://www.nipponham.co.jp/
sakurahime/

桜姫のブランドサイトはコチラ !

＊
時
間
が
た
つ
と
お
肉
か
ら
出
る
肉
汁
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こ
と
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桜姫の歴史

　「
国
産
鶏
肉 

桜
姫

®
」
は
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム

グ
ル
ー
プ
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
食
肉
だ
。

２
０
１
４
年
か
ら
販
売
数
量
は
10
年
間
で
大

幅
伸
長
し
て
い
る
。

　
生
鮮
食
品
で
あ
り
相
場
品
の
た
め
地
域
や

ス
ー
パ
ー
に
よ
っ
て
置
か
れ
る
商
品
が
異
な

る
食
肉
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
日
本
全
国

で
販
売
で
き
る
ブ
ラ
ン
ド
食
肉
は
実
は
少
な

い
。
そ
ん
な
中
、
桜
姫
は
ブ
ラ
ン
ド
誕
生
か

ら
20
年
以
上
か
け
て
日
本
全
国
に
販
売
網
を

広
げ
て
き
た
。
販
売
網
が
拡
大
し
た
要
因
の

一
つ
に
、「
お
い
し
さ
の
見
え
る
化
」
が
あ
る
。

　
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
の
事
業
を
技
術

面
か
ら
支
え
て
い
る
日
本
ハ
ム（
株
）中
央
研

究
所
の
協
力
の
下
、
販
売
当
初
よ
り
他
ブ
ラ

ン
ド
に
先
駆
け
て
定
量
的
な
デ
ー
タ
を
掲
出

し
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。
ま
た
、
桜

色
の
肉
質
、
鶏
独
特
の
臭
み
や
ド
リ
ッ
プ
＊
の

少
な
さ
も
、飼
料
を
開
発
し
た
中
部
飼
料(

株)

と
の
共
創
や
、
鶏
肉
の
生
産
・
飼
育
、
処
理
・

加
工
を
行
う
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
の
日

本
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム(

株)

に
よ
る
、
飼
育

方
法
の
工
夫
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
こ
れ
ら
の
特
長
か
ら
、
当
初
は
関
西
エ
リ

ア
の
量
販
店
の
み
で
販
売
し
て
い
た
桜
姫
の
販

売
網
が
徐
々
に
広
が
っ
た
。
販
売
数
量
の
増

加
に
伴
い
、
全
国
で
生
産
さ
れ
始
め
た
こ
と

が
安
定
供
給
に
つ
な
が
り
、
ブ
ラ
ン
ド
食
肉

と
し
て
の
基
盤
は
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。

ブ
ラ
ン
ド
食
肉
で
は
珍
し
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
戦
略
で
認
知
度
向
上

鶏肉が大好き！元気
でおちゃめなお姫様。
桜の髪飾りとピンク
の着物がトレードマ
ークです。

桜姫ちゃん
イメージキャラクター

TM

桜姫の特長

桜姫と
中央研究所との関わり

一般の鶏肉に比べて
ビタミンEが 3倍以上 *

透明感のある桜色

鶏独特の臭みが少ない

＊日本食品標準成分表2015年版（七訂）数値比較
当時のキャラクター
デザイン

うま味成分の一種である
グルタミン酸が一般の鶏肉に比べて約 1.7 倍 *
＊桜姫むね肉と日本栄養・食糧学会遊離アミノ酸データベース 11180602 若鶏肉むね比較

【グルタミン酸含有量】

若鶏むね肉

桜姫むね肉

50

● １万人試食会　
● 交通広告、 TVCM 放映、
　札幌ドームバックネット広告掲出

● 桜姫商標取得
● イメージキャラクター桜姫ちゃん登場

● ブランドサイト開設　● 産地パック販売開始

● 東北、 宮崎、 札幌工場から出荷開始

● 新潟工場から出荷開始
● 桜姫20周年
   プロモーションスタート
● 桜姫商標取得20周年
● キャラクターリニューアル

● 芸能人起用　受験応援、
　 新生活応援プロモーション
● 桜姫ブランドサイトリニューアル

● 知床工場から出荷開始

● 春のキャンペーンスタート

● 産地パックリニューアル
● 札幌ドームで桜姫ナイター
  （北海道日本ハムファイターズ戦）スタート

現在販売している産地パック

日本ハム(株)中央研究所と
協力し、ビタミンEが 3倍
になるような飼料の配合や
その数値の算出などを2000
年頃のブランド立ち上げ時
から行い、他ブランドとの差
別化を図ってきました。

2023年3月日本ハム（株）中央研究所調べ

安全・安心なお肉を届けるニッポンハムグループの
バーティカル・インテグレーション・システムとは

食肉（国産牛肉・豚肉・鶏肉および輸入牛肉）の生産・飼育から処理・加工、物流、販売までを一貫し
て行うシステムです。サプライチェーンを自社で構築することにより、安全で高品質な食肉を安定的にお
届けすることが可能になります。桜姫もこのシステムで生産・飼育から、販売まで行っています。

生産・飼育今後の展望

TM

より一層お客様とのコミュ
ニケーションを大切にしなが
ら、 日々の生活に寄り添っ
た企画で共感や新しいワク
ワクを届けてまいります。

　
桜
姫
の
認
知
度
向
上
の
一
端
を
担
っ
て
い

る
の
は
、
そ
の
見
た
目
、
デ
ー
タ
に
裏
付
け

ら
れ
た
肉
質
の
よ
さ
だ
け
で
は
な
い
。
ブ
ラ

ン
ド
食
肉
戦
略
と
し
て
は
珍
し
い
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
桜
姫
ち
ゃ
ん
」
の
果
た
し

て
い
る
役
割
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

　
桜
姫
ち
ゃ
ん
を
初
め
て
起
用
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
は
、
２
０
１
４
年
。
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
戦
に
お
い
て
『
桜
姫
ナ
イ

タ
ー
』
を
行
い
、
２
０
１
５
年
に
は
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
、

交
通
広
告
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
し
、
桜
姫
の
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度

は
20
年
以
上
か
け
て
24
・
３
％
（
２
０
２
４
年

８
月
時
点
）
ま
で
向
上
し
て
い
る
。
　
　

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
同
時
期

に
、
外
資
系
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
が
始
ま
っ
た

こ
と
も
桜
姫
の
販
売
数
量
増
大
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
で
は
、
他
社
に
先

駆
け
て
約
10
年
前
よ
り
「
産
地
パ
ッ
ク
」
の
開

発
・
導
入
に
も
取
り
組
ん
だ
。
産
地
パ
ッ
ク
と

は
、
産
地
で
真
空
パ
ッ
ク
し
一
度
も
開
封
さ

れ
る
こ
と
な
く
精
肉
売
り
場
に
陳
列
さ
れ
る
。

鮮
度
が
保
た
れ
る
と
同
時
に
包
装
資
材
が
削

減
で
き
、
さ
ら
に
バ
イ
オ
マ
ス
含
有
フ
ィ
ル
ム

を
一
部
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
も
配
慮

し
た
商
品
だ
。
こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦

を
続
け
て
き
た
こ
と
が
、
桜
姫
の
今
日
の
ブ
ラ

ン
ド
伸
長
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

最新情報や桜姫を使ったレ
シピ、産地パックの販売先
もご確認いただけます。
https://www.nipponham.co.jp/
sakurahime/

桜姫のブランドサイトはコチラ!
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2023 年 3 月に開業した北海
道ボールパーク F ビレッジ内
の新球場での北海道日本ハム
ファイターズ開幕戦にも、桜姫
ちゃんが応援に駆けつけた。

も都度必要です。もちろん短期的な販売目標の達成も必要で

すので、その点で難しさを感じています。今までのブランド鶏

は一般的な鶏肉と比べて、かかるコストに販売数量が見合わず、

挫折したブランドも数多くありました。ですが、桜姫はお肉の

魅力の伝わりやすさやプロモーション活動によりニッポンハム

グループ全体の機運が高まり、『桜姫をみんなで売っていこう』

という意識に変わりました」（田中）

「桜姫はさまざまな外部環境の変化に合わせて、飼料内容や生産方

法の見直しを販売部門とも協働しながら実施してきました。これ

からも変化に対応しながら販売拡大を図っていきたいです」（田中）

「食の安全・安心や環境問

題への消費者の関心はま

すます高まっています。桜

姫をはじめとしたニッポン

ハムグループのブランド

食肉においても、環境へ

の対応をもっと進めていく

必要がありますね」（玉木）

「私は、桜姫の販売当初から拡販に携わっています。桜姫以前にも

さまざまなブランド鶏の拡販にチャレンジしてきましたが、桜色の肉

質で、見た目が映える桜姫は一般的な鶏肉との違いが明確で、現物

サンプルをご覧いただいたお得意先からの評価が高く、納品につな

がる商談が他ブランドに比べて格段に多かったと思います」（田中）

「10年ほど前に外資系スーパーへの導入が進み、その後のプロ

モーション活動による相乗効果もあり、販売数量が大幅に伸び

たことは大きかったです」（玉木）

「当社の食肉事業においてキャラクターによる販促を行ったの

は桜姫が初めてですが、キャラクターによる販促のアイデアは

自然に出てきたと思います」（田中）

「2022年にキャラクターリニューアルを行いました。桜姫ちゃ

んのおかげで売り場も華やかになっています」（玉木）

「ブランドを育てていくためには、安定供給するために生産量

を確保し、長期的な視点で戦略を考える必要がありますが、現

実的には疾病や自然災害といった、不測の事態発生への対応

玉木 伸明
田中 雄一 郎 国内フレッシュチキン課 課長

日本ハム株式会社　
食肉事業本部 国内食肉第二事業部　
国内フレッシュチキン部  部長

桜姫のPR活動
2024 年 8 月 に は、
ファイターズのスポ
ンサーデーを開催。
桜姫ちゃん(右)とニ
ッポンハムグループ
のブランド食肉「国
産豚肉 麦小町®」の
イメージキャラクタ
ー・ 麦 小 町 ちゃん
(左)、元ファイター
ズ選手の杉谷拳士
さん(中央)も 登 場
し、注目を集めた。

桜姫の
ブランド戦略
成功の秘訣

ブランド担当者に聞く!

桜姫の販売拡大を担う日本ハム(株)
国内フレッシュチキン部の２人に、
桜姫ブランド成功の秘訣について聞いた。

桜姫が20年以上売れている理由

これからのニッポンハムグループの
ブランド食肉における挑戦

「桜姫ちゃん」誕生のきっかけ

ブランドを育てるうえでの苦労

イベント

桜の季節である3～4月には販促キャン
ペーンを実施。新規のお客様にもご購
入いただくきっかけとなり、2024 年は
1 万件を超える応募となった。

キャンペーン

田中おすすめの桜姫のメニューは、むね肉のからあ
げ。「桜姫は肉質がやわらかで、むね肉もパサパサに
なりにくく、ジューシーな食感でいただけます」（田中）

2024 年 6 月、ヨドコウ桜スタジアムで行わ
れたセレッソ大阪のサポーティングマッチ
では、桜姫ちゃんも選手に熱い声援を送っ
た。イベント限定で、桜姫を使用したフード
メニューも登場。

©CEREZO OSAKA
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や
国
民
食
の
代
表
格
に

な
り
つ
つ
あ
る
ラ
ー
メ

ン
。
日
本
に
お
け
る
ラ
ー

メ
ン
の
始
ま
り
に
は
諸
説
あ
る
が
、
鎖

国
を
解
い
た
江
戸
時
代
末
期
、
外
国
人

が
多
く
移
り
住
ん
だ
横
浜
や
神
戸
、
函

館
に
諸
外
国
の
食
文
化
が
流
入
し
生
ま

れ
た
「
南
京
そ
ば
」
が
き
っ
か
け
だ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
1
9
1
0

年
、
元
横
浜
税
関
職
員
が
浅
草
に
開
店

し
た
「
來
々
軒
」
が
、
し
ょ
う
ゆ
た
れ

に
シ
ナ
チ
ク（
メ
ン
マ
）が
の
っ
た
現
在
の

ラ
ー
メ
ン
の
原
型
「
支
那
そ
ば
」
を
提

供
し
、
日
本
初
の
ラ
ー
メ
ン
ブ
ー
ム
が
起

き
た
。
そ
れ
か
ら
約
１
０
０
年
後
の
今

「
ラ
ー
メ
ン
」
は
、
訪
日
外
国
人
が
最
も

満
足
し
た
飲
食
で
2
番
目
に
多
く
名
前

を
挙
げ
る
料
理
と
な
っ
て
い
る
。＊
訪
日

観
光
客
の
目
的
の
ひ
と
つ
と
な
り
つ
つ
あ

る
「
ラ
ー
メ
ン
」
の
現
在
は
、
ど
ん
な
進

化
を
み
せ
て
い
る
の
か
探
っ
て
み
よ
う
。

今
＊「
訪
日
外
国
人
の
消
費
動
向 

訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
結
果

　
及
び
分
析
2
0
2
3
年
年
次
報
告
書
」国
土
交
通
省 

観
光
庁
調
べ
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内
で
体
感
し
て
き
た
の
が
、
食
べ
歩
き
歴
28
年
、

年
間
7
0
0
杯
以
上
を
味
わ
っ
て
い
る
ラ
ー

メ
ン
探
求
家
の
か
ず
あ
っ
き
ぃ
さ
ん
だ
。

　
か
ず
あ
っ
き
ぃ
さ
ん
が
食
べ
歩
き
を
始
め
た

頃
、
外
国
人
観
光
客
が
ラ
ー
メ
ン
店
へ
や
っ
て

く
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
そ
の
状
況
が
変

わ
り
始
め
た
の
は
2
0
0
0
年
代
に
な
っ
て

か
ら
だ
と
い
う
。

「
当
時
、
多
か
っ
た
の
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
観

光
客
の
皆
さ
ん
で
、
海
外
進
出
も
し
て
い
る

チ
ェ
ー
ン
店
の
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
人
が

多
か
っ
た
で
す
ね
。
1
9
9
0
年
代
後
半
か

ら『
九
州
熊
本
豚
骨 

味
千
拉
麺
』『
一
風
堂
』『
一

蘭
』
な
ど
が
ア
ジ
ア
を
中
心
に
積
極
的
に
出
店

し
て
い
た
の
で
、
代
表
的
な
日
本
の
ラ
ー
メ

ン
と
し
て
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
を
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
で
し
た
」

　
大
き
く
傾
向
が
変
わ
っ
た
の
は
、

「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
東
京
」
に

ラ
ー
メ
ン
店
が
掲
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
。
2
0
1
5

年
版
に
価
格
以
上
の
満
足
が
得

ら
れ
る
評
価
の
「
ビ
ブ
グ
ル
マ

ン
」
部
門
に
初
め
て
和
食
部
門
が

加
え
ら
れ
、
そ
こ
に
ラ
ー
メ
ン
店

も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
2
0
1
6

年
版
に
な
る
と
『Japanese Soba 

N
oodles 

蔦
』
が
ラ
ー
メ
ン
店
で
は
世
界

で
初
め
て
一
つ
星
を
獲
得
し
て
大
き
な
話
題
と

ら
く
中
華
料
理
の
い
ち
メ

ニ
ュ
ー
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
ラ
ー
メ
ン
の
店
が
、
そ

の
専
門
性
で
ラ
ー
メ
ン
愛
好
家
以
外
か
ら
も
広

く
世
間
の
注
目
を
集
め
た
の
は
バ
ブ
ル
経
済
が

終
わ
り
か
け
の
頃
。
1
9
8
0
年
代
後
半
か

ら
1
9
9
0
年
代
半
ば
に
か
け
て
東
京
の
環

状
七
号
線
沿
い
に
多
く
出
店
し
た
ラ
ー
メ
ン
店
、

特
に
背
脂
を
ど
ん
ぶ
り
の
上
か
ら
チ
ャ
ッ
チ
ャ

と
か
け
た
も
の
や
、
豚
骨
し
ょ
う
ゆ
の
家
系
な

ど
こ
っ
て
り
し
た
ラ
ー
メ
ン
が
人
気
を
集
め
た
。

1
9
9
0
年
代
後
半
に
な
る
と
、
和
歌
山
や

徳
島
な
ど
の
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
が
ブ
ー
ム
と
な

り
、
2
0
0
0
年
代
に
は
魚
介
系
と
動
物
系

を
店
が
独
自
に
ブ
レ
ン
ド
す
る
ス
ー
プ
へ
の
注

目
が
高
ま
っ
た
。

　
ス
ー
プ
は
も
ち
ろ
ん
、
の
せ
る
具
材
に
も
こ

だ
わ
る
創
作
ラ
ー
メ
ン
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル

が
伸
長
す
る
と
、
和
食
の
板
前
や
フ
レ
ン
チ
の

シ
ェ
フ
か
ら
転
身
し
た
ラ
ー
メ
ン
店
主
が
あ
ら

わ
れ
、
独
自
性
を
極
め
る
創
作
ラ
ー
メ
ン
ブ
ー

ム
へ
と
移
行
す
る
。
こ
れ
ら
の
ブ
ー
ム
を
日
本

で
体
験
し
た
と
言
わ
れ
る
韓
国
系
ア
メ
リ
カ
人

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ラ
ー
メ
ン
店
を
始
め
た
。

そ
の
店
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
発
想
か
ら
ベ
ー
コ

ン
を
使
い
、
肉
の
旨
み
を
凝
縮
し
た
濃
厚
な

し
ょ
う
ゆ
味
の
ス
ー
プ
の
ラ
ー
メ
ン
が
大
ヒ
ッ

ト
し
、
評
論
家
た
ち
か
ら
も
称
賛
さ
れ
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
大
ヒ
ッ
ト
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
一
部
の
美
食
家
の
間
で
の
話
題
だ
っ
た

の
が
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
へ
の
掲
載
に
よ
っ

て
裾
野
が
大
き
く
広
が
っ
た
。
ラ
ー
メ
ン
に
興

味
を
持
つ
外
国
人
観
光
客
の
動
向
を
店
先
や
店

は
通
販
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
店

も
あ
っ
て
人
気
で
す
」

　
コ
ロ
ナ
禍
で
姿
が
消
え
た
訪
日
外
国
人
だ

が
、
2
0
2
4
年
は
7
月
ま
で
の
累
計
で

2
1
0
6
万
9
9
0
0 

人
と
な
り
、
過
去
最

速
で 
2
0
0
0 
万
人
を
突
破
し
て
い
る
。＊
訪

日
客
の
増
加
と
と
も
に
、
ラ
ー
メ
ン
へ
の
関
心

も
見
逃
せ
な
い
高
ま
り
を
示
し
そ
う
だ
。

「
外
国
語
で
書
か
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ラ
ー
メ
ン
店
に
は
、

外
国
人
観
光
客
が
大
勢
や
っ
て
き
ま
す
。
自
家

製
麺
の
研
究
を
重
ね
た
つ
け
麺
店
な
ど
、
最
先

端
の
新
し
い
ラ
ー
メ
ン
店
に
は
ま
だ
姿
を
現
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
遠
か
ら
ず
列
を
つ
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
進
化
し
た
ラ
ー
メ
ン
、
地
方
ご
と
、
店
ご
と

に
味
わ
い
が
違
う
ラ
ー
メ
ン
が
訪
日
客
た
ち
の

旅
の
思
い
出
と
な
り
、
彼
ら
が
ラ
ー
メ
ン
の
土

産
や
話
を
持
ち
帰
り
、
思
い
思
い
に
発
信
す
る

未
来
は
す
ぐ
そ
こ
だ
。

つ
け
こ
ん
だ
細
い
麺
を

あ
っ
さ
り
と
し
た
ス
ー
プ
で
食
べ
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。
今
は
第
四
世
代
と
呼
ば
れ
る
時
代
に
な

り
、
一
杯
で
複
数
の
麺
と
ス
ー
プ
が
味
わ
え
る
創

作
つ
け
麺『
F
R
E
E
A
T
』の『
2

×

2（
ツ
ー

バ
イ
ツ
ー
）
つ
け
麺
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、

誰
か
の
流
儀
を
受
け
継
い
だ
り
し
な
い
、
創
作
性

の
あ
る
麺
が
一
世
を
風
靡
し
て
い
ま
す
」

　
独
創
性
が
強
い
新
し
い
時
代
の
ラ
ー

メ
ン
は
、
ひ
つ
ま
ぶ
し
の
よ
う
に
味

変
す
る
追
加
の
た
れ
や
卵
な
ど
が
添

え
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
味
わ
い
を

楽
し
め
る
コ
ー
ス
料
理
の
よ
う
に

提
供
さ
れ
る
。
そ
し
て
新
世
代

の
ラ
ー
メ
ン
店
運
営
は
、
来
店

す
る
客
と
の
接
し
方
や
、
自

分
た
ち
の
働
き
方
に
つ
い
て

も
従
来
の
考
え
方
と
違
っ
て

き
て
い
る
そ
う
だ
。
大
き

　
お
い
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
美
し
い
ス
ー
プ

が
「
映
え
る
」
こ
と
で
も
人
気
の
ラ
ー
メ
ン
だ
が
、

「
ス
ー
プ
探
求
は
極
め
ら
れ
た
感
が
あ
る
」
と
か

ず
あ
っ
き
ぃ
さ
ん
は
言
う
。
で
は
、
ラ
ー
メ
ン
は

今
、
ど
ん
な
形
へ
進
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

「
最
近
は
、
麺
を
追
求
し
、
店
内
で
つ
く
る
と

こ
ろ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
製
麺

所
と
協
同
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
麺
を
開
発
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
家
製
麺
は
珍
し
か
っ
た
。

で
す
が
最
近
で
は
、
店
内
で
原
料
や
形
状
に
こ

だ
わ
っ
た
麺
を
打
つ
こ
と
が
増
え
ま
し
た
」

　
新
世
代
を
つ
く
り
つ
つ
あ
る
ラ
ー
メ
ン
の
世
界

で
は
今
、
秀
逸
な
麺
を
そ
の
ま
ま
、
味
わ
え
る
つ

け
麺
が
第
四
世
代
と
呼
ば
れ
る
興
隆
を
迎
え
て
い

る
。

「『
大
勝
軒
』
や
『
丸
長
』
に
代
表
さ
れ
る
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
タ
イ
プ
の
つ
け
麺
が
第
一
世
代
。
第

二
世
代
は
『
六
厘
舎
』
や
『
と
み
田
』
な
ど
、ガ
ッ

ツ
リ
と
し
た
魚
介
豚
骨
つ
け
麺
で
す
。
2
0
1
0

年
代
半
ば
か
ら
流
行
っ
た
第
三
世
代
で
は
、

昆
布
水
に
最
初
か
ら

な
き
っ
か
け
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
だ
っ
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
働
き
方
改
革
も
浸
透

で
、
働
く
人
が
無
理
を
し
て
長
時
間
、
店

を
開
け
る
こ
と
を
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

人
気
店
に
は
ど
う
し
て
も
行
列
が
で
き
ま

す
が
、
お
客
さ
ん
を
外
で
長
時
間
、
立
た
せ

た
ま
ま
に
し
な
い
記
帳
制
や
、
時
間
が
近
づ

い
た
ら
ス
マ
ホ
に
通
知
が
く
る
予
約
ア
プ
リ

な
ど
と
連
動
す
る
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
2
0
2
3

年
５
月
、
５
類
に
変
更
さ
れ
た
が
、
１
年
た
っ

た
今
で
も
人
々
の
生
活
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
完
全

に
元
に
は
戻
っ
て
い
な
い
、
と
か
ず
あ
っ
き
ぃ

さ
ん
は
話
す
。
　

「
昼
は
繁
盛
す
る
ラ
ー
メ
ン
店
も
夜
は
客
足
が

遠
の
い
て
い
る
と
話
す
店
主
が
多
い
で
す
。
そ

れ
を
補
う
よ
う
に
、
本
格
的
な
味
を
家
で
再

現
で
き
る
お
取
り
寄
せ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

有
名
店
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
す
。
家
で
食
べ

ら
れ
る
持
ち
帰
り
用
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
と
、
有

名
店
が
監
修
す
る
工
場
で
生
産
さ
れ
た
、
店
で

食
べ
る
の
と
は
別
物
と
い
う
の
が
当
た
り
前
で

し
た
。
で
す
が
、
最
近
は
、
店
で
つ
く
っ
た
麺

や
ス
ー
プ
を
そ
の
ま
ま
冷
凍
し
て
届
け
る
『
宅

麺
』
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
主
流
で
す
。
以
前
か

ら
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

き
っ
か
け
に
参
入
す
る
有
名
店
が
相
次
ぎ
、
行

動
制
限
が
な
く
な
っ
て
も
対
応
を
続
け
、
中
に

ラーメンを取り巻く常
識や食行動がコロナ

禍以前と以降で劇的
に変化している。

以前は「飲んだ〆はラ
ーメン」が当たり前だ

ったのが、今はそうで
はない。

ラーメン探求家のか
ずあっきぃさんにご指

南いただきながら、

日本のラーメン事情の
歴史と「ラーメンの今

」にフォーカスしてみ
た。

鶴瀬・FREEAT の２× ２（ツーバイツー）つけ麺。

四万十ポークの担々つけ汁とアンチョビの塩つけ汁、麺

は北海道産小麦 100％の細麺と太麺のそれぞれ２種類。

透き通ったスープ
が

特
徴

の
淡

麗
ラ

ー
メ

ン
の

代
表

、
千

歳
烏

山
・

華
塩

の
牡

蠣
そ

ば

かずあっきぃ

ラーメン探求家

学生時代に出会った 1 杯のラーメンに

感銘を受け、在学時の 1995 年より、ラー

メンの食べ歩きを始める。「アウトプッ

トは、着実なインプットの土台があって

こそ説得力を持つ」との信条の下、年

間 700 杯以上を食べ続ける。現在、通

算２万杯以上。全国のラーメン店に足

を運び、ラーメン情報を精力的に発信

している。

「
F
R
E
E
A
T
」な
ど

＊日本政府観光局調べ

船橋・とものもとのつけ麺。麺は昆布水に浸かっている。

麺・スープ・タレ・油・トッピング全て自家製。
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内
で
体
感
し
て
き
た
の
が
、
食
べ
歩
き
歴
28
年
、

年
間
7
0
0
杯
以
上
を
味
わ
っ
て
い
る
ラ
ー

メ
ン
探
求
家
の
か
ず
あ
っ
き
ぃ
さ
ん
だ
。

　
か
ず
あ
っ
き
ぃ
さ
ん
が
食
べ
歩
き
を
始
め
た

頃
、
外
国
人
観
光
客
が
ラ
ー
メ
ン
店
へ
や
っ
て

く
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
そ
の
状
況
が
変

わ
り
始
め
た
の
は
2
0
0
0
年
代
に
な
っ
て

か
ら
だ
と
い
う
。

「
当
時
、
多
か
っ
た
の
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
観

光
客
の
皆
さ
ん
で
、
海
外
進
出
も
し
て
い
る

チ
ェ
ー
ン
店
の
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
人
が

多
か
っ
た
で
す
ね
。
1
9
9
0
年
代
後
半
か

ら『
九
州
熊
本
豚
骨 

味
千
拉
麺
』『
一
風
堂
』『
一

蘭
』
な
ど
が
ア
ジ
ア
を
中
心
に
積
極
的
に
出
店

し
て
い
た
の
で
、
代
表
的
な
日
本
の
ラ
ー
メ

ン
と
し
て
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
を
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
で
し
た
」

　
大
き
く
傾
向
が
変
わ
っ
た
の
は
、

「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
東
京
」
に

ラ
ー
メ
ン
店
が
掲
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
。
2
0
1
5

年
版
に
価
格
以
上
の
満
足
が
得

ら
れ
る
評
価
の
「
ビ
ブ
グ
ル
マ

ン
」
部
門
に
初
め
て
和
食
部
門
が

加
え
ら
れ
、
そ
こ
に
ラ
ー
メ
ン
店

も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
2
0
1
6

年
版
に
な
る
と
『Japanese Soba 

N
oodles 

蔦
』
が
ラ
ー
メ
ン
店
で
は
世
界

で
初
め
て
一
つ
星
を
獲
得
し
て
大
き
な
話
題
と

ら
く
中
華
料
理
の
い
ち
メ

ニ
ュ
ー
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
ラ
ー
メ
ン
の
店
が
、
そ

の
専
門
性
で
ラ
ー
メ
ン
愛
好
家
以
外
か
ら
も
広

く
世
間
の
注
目
を
集
め
た
の
は
バ
ブ
ル
経
済
が

終
わ
り
か
け
の
頃
。
1
9
8
0
年
代
後
半
か

ら
1
9
9
0
年
代
半
ば
に
か
け
て
東
京
の
環

状
七
号
線
沿
い
に
多
く
出
店
し
た
ラ
ー
メ
ン
店
、

特
に
背
脂
を
ど
ん
ぶ
り
の
上
か
ら
チ
ャ
ッ
チ
ャ

と
か
け
た
も
の
や
、
豚
骨
し
ょ
う
ゆ
の
家
系
な

ど
こ
っ
て
り
し
た
ラ
ー
メ
ン
が
人
気
を
集
め
た
。

1
9
9
0
年
代
後
半
に
な
る
と
、
和
歌
山
や

徳
島
な
ど
の
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
が
ブ
ー
ム
と
な

り
、
2
0
0
0
年
代
に
は
魚
介
系
と
動
物
系

を
店
が
独
自
に
ブ
レ
ン
ド
す
る
ス
ー
プ
へ
の
注

目
が
高
ま
っ
た
。

　
ス
ー
プ
は
も
ち
ろ
ん
、
の
せ
る
具
材
に
も
こ

だ
わ
る
創
作
ラ
ー
メ
ン
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル

が
伸
長
す
る
と
、
和
食
の
板
前
や
フ
レ
ン
チ
の

シ
ェ
フ
か
ら
転
身
し
た
ラ
ー
メ
ン
店
主
が
あ
ら

わ
れ
、
独
自
性
を
極
め
る
創
作
ラ
ー
メ
ン
ブ
ー

ム
へ
と
移
行
す
る
。
こ
れ
ら
の
ブ
ー
ム
を
日
本

で
体
験
し
た
と
言
わ
れ
る
韓
国
系
ア
メ
リ
カ
人

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ラ
ー
メ
ン
店
を
始
め
た
。

そ
の
店
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
発
想
か
ら
ベ
ー
コ

ン
を
使
い
、
肉
の
旨
み
を
凝
縮
し
た
濃
厚
な

し
ょ
う
ゆ
味
の
ス
ー
プ
の
ラ
ー
メ
ン
が
大
ヒ
ッ

ト
し
、
評
論
家
た
ち
か
ら
も
称
賛
さ
れ
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
大
ヒ
ッ
ト
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
一
部
の
美
食
家
の
間
で
の
話
題
だ
っ
た

の
が
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
へ
の
掲
載
に
よ
っ

て
裾
野
が
大
き
く
広
が
っ
た
。
ラ
ー
メ
ン
に
興

味
を
持
つ
外
国
人
観
光
客
の
動
向
を
店
先
や
店

な
っ
た
。
以
後
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
東
京
」

に
多
く
の
ラ
ー
メ
ン
店
が
掲
載
さ
れ
て
き
た
。

「
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
か
ら
ラ
ー
メ

ン
を
食
べ
に
来
る
人
が
増
え
ま
し
た
。
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
な
ラ
ー
メ
ン

店
の
多
く
は
創
作
ラ
ー
メ
ン
と
呼
ば
れ
る
、
店

主
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
丁
寧
に
つ
く
り
込
む
、

透
き
通
っ
た
ス
ー
プ
の
ラ
ー
メ
ン
で
す
。
レ
シ

ピ
通
り
に
鍋
で
煮
込
め
ば
ど
の
ス
タ
ッ
フ
で
も

つ
く
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
、
一
日

に
提
供
で
き
る
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
開
店
前
か
ら
並
ん
だ
り
整
理
券
を
確
保
し

た
り
す
る
の
で
す
が
、
最
近
は
行
列
の
半
分
以

上
が
外
国
人
観
光
客
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
」

は
通
販
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
店

も
あ
っ
て
人
気
で
す
」

　
コ
ロ
ナ
禍
で
姿
が
消
え
た
訪
日
外
国
人
だ

が
、
2
0
2
4
年
は
7
月
ま
で
の
累
計
で

2
1
0
6
万
9
9
0
0 

人
と
な
り
、
過
去
最

速
で 
2
0
0
0 
万
人
を
突
破
し
て
い
る
。＊
訪

日
客
の
増
加
と
と
も
に
、
ラ
ー
メ
ン
へ
の
関
心

も
見
逃
せ
な
い
高
ま
り
を
示
し
そ
う
だ
。

「
外
国
語
で
書
か
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ラ
ー
メ
ン
店
に
は
、

外
国
人
観
光
客
が
大
勢
や
っ
て
き
ま
す
。
自
家

製
麺
の
研
究
を
重
ね
た
つ
け
麺
店
な
ど
、
最
先

端
の
新
し
い
ラ
ー
メ
ン
店
に
は
ま
だ
姿
を
現
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
遠
か
ら
ず
列
を
つ
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
進
化
し
た
ラ
ー
メ
ン
、
地
方
ご
と
、
店
ご
と

に
味
わ
い
が
違
う
ラ
ー
メ
ン
が
訪
日
客
た
ち
の

旅
の
思
い
出
と
な
り
、
彼
ら
が
ラ
ー
メ
ン
の
土

産
や
話
を
持
ち
帰
り
、
思
い
思
い
に
発
信
す
る

未
来
は
す
ぐ
そ
こ
だ
。

　
お
い
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
美
し
い
ス
ー
プ

が
「
映
え
る
」
こ
と
で
も
人
気
の
ラ
ー
メ
ン
だ
が
、

「
ス
ー
プ
探
求
は
極
め
ら
れ
た
感
が
あ
る
」
と
か

ず
あ
っ
き
ぃ
さ
ん
は
言
う
。
で
は
、
ラ
ー
メ
ン
は

今
、
ど
ん
な
形
へ
進
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

「
最
近
は
、
麺
を
追
求
し
、
店
内
で
つ
く
る
と

こ
ろ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
製
麺

所
と
協
同
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
麺
を
開
発
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
家
製
麺
は
珍
し
か
っ
た
。

で
す
が
最
近
で
は
、
店
内
で
原
料
や
形
状
に
こ

だ
わ
っ
た
麺
を
打
つ
こ
と
が
増
え
ま
し
た
」

　
新
世
代
を
つ
く
り
つ
つ
あ
る
ラ
ー
メ
ン
の
世
界

で
は
今
、
秀
逸
な
麺
を
そ
の
ま
ま
、
味
わ
え
る
つ

け
麺
が
第
四
世
代
と
呼
ば
れ
る
興
隆
を
迎
え
て
い

る
。

「『
大
勝
軒
』
や
『
丸
長
』
に
代
表
さ
れ
る
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
タ
イ
プ
の
つ
け
麺
が
第
一
世
代
。
第

二
世
代
は
『
六
厘
舎
』
や
『
と
み
田
』
な
ど
、ガ
ッ

ツ
リ
と
し
た
魚
介
豚
骨
つ
け
麺
で
す
。
2
0
1
0

年
代
半
ば
か
ら
流
行
っ
た
第
三
世
代
で
は
、

昆
布
水
に
最
初
か
ら

な
き
っ
か
け
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
だ
っ
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
働
き
方
改
革
も
浸
透

で
、
働
く
人
が
無
理
を
し
て
長
時
間
、
店

を
開
け
る
こ
と
を
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

人
気
店
に
は
ど
う
し
て
も
行
列
が
で
き
ま

す
が
、
お
客
さ
ん
を
外
で
長
時
間
、
立
た
せ

た
ま
ま
に
し
な
い
記
帳
制
や
、
時
間
が
近
づ

い
た
ら
ス
マ
ホ
に
通
知
が
く
る
予
約
ア
プ
リ

な
ど
と
連
動
す
る
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
2
0
2
3

年
５
月
、
５
類
に
変
更
さ
れ
た
が
、
１
年
た
っ

た
今
で
も
人
々
の
生
活
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
完
全

に
元
に
は
戻
っ
て
い
な
い
、
と
か
ず
あ
っ
き
ぃ

さ
ん
は
話
す
。
　

「
昼
は
繁
盛
す
る
ラ
ー
メ
ン
店
も
夜
は
客
足
が

遠
の
い
て
い
る
と
話
す
店
主
が
多
い
で
す
。
そ

れ
を
補
う
よ
う
に
、
本
格
的
な
味
を
家
で
再

現
で
き
る
お
取
り
寄
せ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

有
名
店
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
す
。
家
で
食
べ

ら
れ
る
持
ち
帰
り
用
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
と
、
有

名
店
が
監
修
す
る
工
場
で
生
産
さ
れ
た
、
店
で

食
べ
る
の
と
は
別
物
と
い
う
の
が
当
た
り
前
で

し
た
。
で
す
が
、
最
近
は
、
店
で
つ
く
っ
た
麺

や
ス
ー
プ
を
そ
の
ま
ま
冷
凍
し
て
届
け
る
『
宅

麺
』
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
主
流
で
す
。
以
前
か

ら
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

き
っ
か
け
に
参
入
す
る
有
名
店
が
相
次
ぎ
、
行

動
制
限
が
な
く
な
っ
て
も
対
応
を
続
け
、
中
に

ラーメンを取り巻く常
識や食行動がコロナ

禍以前と以降で劇的
に変化している。

以前は「飲んだ〆はラ
ーメン」が当たり前だ

ったのが、今はそうで
はない。

ラーメン探求家のか
ずあっきぃさんにご指

南いただきながら、

日本のラーメン事情の
歴史と「ラーメンの今

」にフォーカスしてみ
た。

長

透き通ったスープ
が

特
徴

の
淡

麗
ラ

ー
メ

ン
の

代
表

、
千

歳
烏

山
・

華
塩

の
牡

蠣
そ

ば

「
F
R
E
E
A
T
」な
ど

「
麺
処
ほ
ん
田
」「
と
も
の
も
と
」な
ど

「
六
厘
舎
」「
中
華
蕎
麦
と
み
田
」な
ど

「
大
勝
軒
」「
丸
長
」な
ど

＊日本政府観光局調べ

２
０
２
０
年
頃
〜

２
０
１
０
年
頃
〜

２
０
０
０
年
頃
〜

１
９
５
５
年
頃
〜
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界各国で日本さながらのラーメ

ンが食べられるのは驚きだ。ヒ

アリングしたどの国にも共通し

ていたのが「高価格」。今回調査した中では、

円換算すると高いところで 2,500 ～ 2,700

円もするお店もあった。「日本に来れば、安

くて質が高くておいしいラーメンが食べられ

る」と、多くの外国人が日本のラーメン屋さ

んで舌鼓を打つのも納得だ。

日
本
食
と
し
て
、
ぴ
っ
た
り
く
る
も
の
ら
し
い
。

今
、
免
税
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
土
産
と
し
て

有
名
店
の
ラ
ー
メ
ン
セ
ッ
ト
が
、
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
て
い
る
の
だ
。

　
エ
キ
ス
や
ス
ー
プ
、
お
肉
の
加
工
品
の
製
造・

販
売
を
担
う
、
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
の
日

本
ピ
ュ
ア
フ
ー
ド（
株
）も
「
鬼
金
棒 

カ
ラ
シ
ビ

味
噌
ら
ー
麺
セ
ッ
ト
」
と
「
銀
座
篝 

鶏
白
湯

S
o
b
a
セ
ッ
ト
」
を
販
売
。
空
港
の
免
税

店
等
で
の
売
れ
行
き
も
「
予
想
以
上
」
と
、
好

評
を
得
て
い
る
。

「
日
本
の
有
名
店
で
お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
を
食

べ
る
と
舌
が
肥
え
て
、
今
度
は
自
国
で
も
本
物

の
味
を
食
べ
た
い
、
と
な
る
よ
う
で
す
ね
」
と

話
す
の
は
、
先
の
日
本
ピ
ュ
ア
フ
ー
ド（
株
）で

輸
出
関
連
を
担
当
す
る
三さ

ん
だ田
健
史
。
三
田
は

２
０
１
３
年
か
ら
約
10
年
間
、
台
湾
に
あ
る
グ

ル
ー
プ
会
社
の
エ
キ
ス
製
造
工
場
「
醇
香
食
品
」

に
駐
在
し
、
台
湾
域
内
向
け
の
事
業
に
携
わ
っ

て
き
た
。
そ
ん
な
中
、
肌
で
感
じ
て
き
た
台
湾

で
の
ラ
ー
メ
ン
事
情
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

「
台
湾
で
は
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
を”

日
式
拉
麺
”

と
呼
ん
で
、
現
地
で
元
々
あ
っ
た
麺
料
理
と
区
別

し
て
い
ま
す
。
私
が
赴
任
し
た
当
初
は
、
ま
だ
日

本
人
が
つ
く
る
本
格
的
な
ラ
ー
メ
ン
店
が
少
な
く
、

お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
が
、
わ
ず
か
10
年
の
間
で
、
本
格
的

な
日
式
拉
麺
専
門
店
が
も
の
す
ご
く
増
え
ま
し

た
。
値
段
も
高
く
な
り
、
当
初
台
湾
ド
ル
に
し
て

今や世界中に広がっている日本のラーメン。海外で日本のラーメンを食べられる場所も増えている。
具体的にどんなラーメンが食べられるのだろうか？ 世界 5 か国でのラーメン事情を調査！

フィンランドにできた
「Tokumaru Tripla」
は北海道発の飲食店を
手掛ける会社が立ち上
げたラーメン屋で現地
で人気。
しょうゆ、豚骨、みそ
を好む人が多い。
フィンランド人には猫
舌が多く、ラーメンの
スープは冷ましてあり、
麺は柔らかめが多いそ
う。

豚骨ベースのラーメン
が定番。「味千」や「一
蘭」が人気。
ささっと食べるよりは
ゆっくりと非日常を味
わいながら食べる。
日本のラーメンは日本
食として捉えられてい
る。
中国では「蘭州拉麺」
が主流。牛骨スープで
200 ～ 500 円で 食 べ
られる。

１日５食が基本なので、
日本のラーメン 1 杯の
量が多いと感じている
人が多数。
日本のチェーン店では
一部ローカライズされ
たトムヤムラーメンの
メニューも。
濃い味を好む人が多く、
豚骨が人気。日本の
チェーン店、「８番ラー
メン」の店舗数はタイ
だけで 150 店舗以上！

バンクーバーのオフィ
ス街では、徒歩５分以
内に数軒あるというく
らい、ラーメン屋は市
民権を得ている。
しょうゆ、塩、豚骨が
主流。ラーメン店は
ちょっとおしゃれな飲
食店の位置づけで、盛
り付けも凝っている。
ベジタリアンや健康に
気を配る人が多いので、
野菜ラーメンも好評。

日本人のようにズルズ
ル音を立てないので自
然と食べるスピードが
ゆっくりになる。
メルボルンで人気の

「SaraCraftRamen」
では、豚骨だけでなく、
あさりや鴨だしのラー
メンが食べられる。
日本のラーメンは 15.6
ドルと高級品。
一人よりもみんなで食
べに行く贅沢ごはん。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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一
杯
１
０
０
ド
ル
だ
っ
た
の
が
、
専
門
店
と
な
る

と
２
５
０
ド
ル
。
そ
れ
で
も
大
人
気
で
す
」

　
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
専
門
店
の
直
営
展
開
だ
っ

た
り
す
る
と
な
お
の
こ
と
、
原
材
料
の
選
択
か

ら
日
本
で
出
す
も
の
に
極
力
合
わ
せ
、
同
じ
よ

う
に
仕
上
げ
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

「
現
地
で
も
本
格
的
な
ラ
ー
メ
ン
職
人
を
リ
ス

ペ
ク
ト
す
る
と
い
う
よ
う
な
空
気
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
変
化
は
台
湾
だ
け
で
な
く
、

今
、
他
国
で
も
起
き
て
い
る
現
象
な
の
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
」

　
三
田
に
よ
る
と
、
今
は
香
港
な
ど
で
も
「
本

物
の
ラ
ー
メ
ン
は
ス
ー
プ
の
濃
度
が
高
く
な
け

れ
ば
」「
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
煮
卵
は
こ
の
く
ら
い
の

半
熟
で
」
と
い
う
具
合
に
、
ラ
ー
メ
ン
通
た
ち
が

交
わ
す”

本
物
”
談
義
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ヒ
ー
ト
ア
ッ

プ
。
そ
の
内
容
は
わ
れ
わ
れ
日
本
人
か
ら
す
る

と
少
々
首
を
傾
げ
た
く
も
な
る
が
、
食
文
化
と

は
こ
の
よ
う
に
、
本
場
と
は
異
な
る
解
釈
を
さ

れ
た
り
し
な
が
ら
、
そ
の
国
な
ら
で
は
の
環
境

下
で
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

日
本
食
と
し
て
、
ぴ
っ
た
り
く
る
も
の
ら
し
い
。

今
、
免
税
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
土
産
と
し
て

有
名
店
の
ラ
ー
メ
ン
セ
ッ
ト
が
、
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
て
い
る
の
だ
。

　
エ
キ
ス
や
ス
ー
プ
、
お
肉
の
加
工
品
の
製
造・

販
売
を
担
う
、
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
の
日

本
ピ
ュ
ア
フ
ー
ド（
株
）も
「
鬼
金
棒 

カ
ラ
シ
ビ

味
噌
ら
ー
麺
セ
ッ
ト
」
と
「
銀
座
篝 

鶏
白
湯

S
o
b
a
セ
ッ
ト
」
を
販
売
。
空
港
の
免
税

店
等
で
の
売
れ
行
き
も
「
予
想
以
上
」
と
、
好

評
を
得
て
い
る
。

「
日
本
の
有
名
店
で
お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
を
食

べ
る
と
舌
が
肥
え
て
、
今
度
は
自
国
で
も
本
物

の
味
を
食
べ
た
い
、
と
な
る
よ
う
で
す
ね
」
と

話
す
の
は
、
先
の
日
本
ピ
ュ
ア
フ
ー
ド（
株
）で

輸
出
関
連
を
担
当
す
る
三さ

ん
だ田

健
史
。
三
田
は

２
０
１
３
年
か
ら
約
10
年
間
、
台
湾
に
あ
る
グ

ル
ー
プ
会
社
の
エ
キ
ス
製
造
工
場
「
醇
香
食
品
」

に
駐
在
し
、
台
湾
域
内
向
け
の
事
業
に
携
わ
っ

て
き
た
。
そ
ん
な
中
、
肌
で
感
じ
て
き
た
台
湾

で
の
ラ
ー
メ
ン
事
情
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

「
台
湾
で
は
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
を”

日
式
拉
麺
”

と
呼
ん
で
、
現
地
で
元
々
あ
っ
た
麺
料
理
と
区
別

し
て
い
ま
す
。
私
が
赴
任
し
た
当
初
は
、
ま
だ
日

本
人
が
つ
く
る
本
格
的
な
ラ
ー
メ
ン
店
が
少
な
く
、

お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
が
、
わ
ず
か
10
年
の
間
で
、
本
格
的

な
日
式
拉
麺
専
門
店
が
も
の
す
ご
く
増
え
ま
し

た
。
値
段
も
高
く
な
り
、
当
初
台
湾
ド
ル
に
し
て

  

２
０
０
４
年
に
年
間
６
１
４
万
人
だ
っ
た
日

本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
数
は
年
々
増
加
し
、

２
０
１
９
年
に
は
３
１
８
８
万
人
、
約
15
年
で

5
倍
に
増
加
し
た
。
そ
し
て
行
動
制
限
が
な
く

な
っ
た
２
０
２
４
年
は
、
過
去
最
高
の
旅
行
者

数
を
記
録
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
日
本
へ
の
旅
行
者
を
対
象
に
「
最
も

満
足
し
た
飲
食
」
を
調
査
し
た
結
果
に
よ
る
と
、

１
位
の
「
肉
料
理
」（
30・２
％
）
に
続
き
、「
ラ
ー

メ
ン
」（
19
・
１
％
）
は
堂
々
の
2
位
。
続
い
て

３
位
「
寿
司
」（
15
・
０
％
）
と
な
っ
た
（
グ
ラ

フ
）。
ラ
ー
メ
ン
と
寿
司
に
満
足
し
た
理
由
に
は

「
伝
統
的
・
日
本
独
特
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
訪
日
外
国
人
の
グ
ル
メ
志
向
を
満
た

す
「
ラ
ー
メ
ン
」
は
、
帰
国
後
も
楽
し
み
た
い

今や世界中に広がっている日本のラーメン。海外で日本のラーメンを食べられる場所も増えている。
具体的にどんなラーメンが食べられるのだろうか？ 世界 5 か国でのラーメン事情を調査！

　この道一筋の職人が、長時間かけて炊き出す渾
身の味、そんなイメージの専門店のラーメンづく
りだが、職人の高齢化や人材不足、光熱費や周辺
へのにおいの問題、何より多店舗展開による味の
統一の難しさ、ガラの廃棄処理など、繁盛するほ
ど課題も山積する、ラーメン店の現状がある。
　そんな課題解決の一助として、日本ピュアフー
ド（株）のスープエキスが活用されている。
　ラーメン店のレシピや要望に合わせて、同社な
らではの技術で、細かくカスタマイズしたスープ
エキスを創出していく。畜種の部位指定にも対応

できるため、独自性を打ち出すラーメン店の需要
と合致している。
　近年は海外からの相談も増え、植物由来原料で
味を再現する「プラントベースの依頼も目立つ」（三
田）とのこと。同社のエキスは畜産主体だが、「コ
メを発酵させるなどして、特長を際立たせている」

（三田）というように、プラントベースの調合にも
工夫を重ね、販路拡大に意欲を見せる。
　各国の要望も宗教や食の嗜好で多様化を極めて
いる。日本ピュアフードの、エキスの価値創造の
挑戦は、とどまることを知らない。

日本人のようにズルズ
ル音を立てないので自
然と食べるスピードが
ゆっくりになる。
メルボルンで人気の

「SaraCraftRamen」
では、豚骨だけでなく、
あさりや鴨だしのラー
メンが食べられる。
日本のラーメンは 15.6
ドルと高級品。
一人よりもみんなで食
べに行く贅沢ごはん。
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た
り
再
開
し
た
り
が
で
き
な
い
の
で
、
点

検
や
清
掃
も
兼
ね
て
工
場
を
休
ま
せ
る
日

曜
を
除
き
、
休
み
な
く
工
場
は
稼
働
し
、

働
く
人
も
交
代
制
の
勤
務
だ
。
是
川
は
、

朝
5
時
か
ら
の
早
番
を
担
当
し
て
い
る
。

「
い
っ
た
ん
釜
に
火
を
入
れ
る
と
中
断
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
畜
産
エ
キ
ス
製

造
は
三
交
代
制
勤
務
で
す
。
生
産
量
を
急

に
変
更
す
る
こ
と
も
難
し
い
の
で
、
季
節

の
ト
レ
ン
ド
や
原
料
の
入
荷
状
況
を
見
な

が
ら
製
造
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
、
人
員

配
置
を
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　
一
昼
夜
と
い
う
時
間
を
か
け
る
こ
と

で
原
料
本
来
の
旨
み
や
風
味
を
引
き
出

し
、
専
門
店
の
よ
う
な
本
格
的
な
味
を
実

現
さ
せ
る
製
造
方
法
は
極
め
て
シ
ン
プ
ル

だ
。
そ
れ
ゆ
え
同
じ
化
学
成
分
を
揃
え
て

味
を
整
え
再
現
性
を
高
め
る
考
え
方
も
あ

る
が
、
炊
い
て
原
材
料
か
ら
抽
出
し
た
畜

産
エ
キ
ス
が
出
す
旨
み
の
広
が
り
と
香
り

と
は
、
似
て
非
な
る
も
の
だ
。

　
シ
ン
プ
ル
な
畜
産
エ
キ
ス
製
造
だ
が
、

と
是
川
が
教
え
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

用
途
の
ほ
か
、
肥
料
や
飼
料
に
も
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
の
だ
と
い
う
。

　
廃
棄
物
を
極
限
ま
で
減
ら
す
。
今
あ
る

生い
の
ち命
を
た
だ
消
費
す
る
の
で
は
な
く
循
環

さ
せ
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
少
し

で
も
貢
献
す
る
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
畜
産
エ
キ
ス
製
造
は
、

搬
入
さ
れ
た
原
料
の
骨
の

血
抜
き
を
し
た
後
、
粉

砕
し
、
水
や
野
菜
な
ど
と

と
も
に
釜
に
仕
込
む
こ
と

で
始
ま
り
、
加
熱
し
て
ア

ク
を
取
り
、
沸
騰
さ
せ
た

後
に
抽
出
す
る
。
青
森
工

場
が
採
用
し
て
い
る
方
法

は
大
き
く
分
け
て
3
種
類
。

透
明
な
ス
ー
プ
に
な
る

「
常
圧
抽
出
」、
白
濁
し
た

白パ
イ
タ
ン湯

ス
ー
プ
が
で
き
る

「
攪
拌
抽
出
」、
大
き
な
圧

力
を
か
け
て
短
時
間
で
つ

く
る「
加
圧
抽
出
」が
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
高
温
で
加
熱

す
る
が
、
製
造
量
が
も
っ

と
も
多
い
常
圧
抽
出
は
一

昼
夜
じ
っ
く
り
加
熱
を
続

け
る
。
人
間
の
生
活
時
間

に
合
わ
せ
て
製
造
を
止
め

パ
ッ
カ
ー（
株
）は
豚
の
処
理
・
加
工
を

行
っ
て
い
て
、
ま
た
、
鶏
の
生
産
・
飼

育
、
処
理
・
加
工
を
担
う
日
本
ホ
ワ
イ
ト

フ
ァ
ー
ム（
株
）の
生
産
工
場
も
車
で
一
時

間
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
新
鮮
な
原

材
料
が
常
時
手
に
入
る
の
が
、
当
工
場
の

強
み
で
す
」

　
２
社
と
も
、
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。

「
豚
や
鶏
を
処
理
・
加
工
し
た
そ
の
日
の

う
ち
に
、
原
料
と
な
る
骨
が
届
き
ま
す
。

そ
こ
か
ら
畜
産
エ
キ
ス
を
製
造
し
、
ス
ー

プ
ス
ト
ッ
ク
や
各
種
ブ
イ
ヨ
ン
、
た
れ
や

ソ
ー
ス
、
ラ
ー
メ
ン
ス
ー
プ
や
鍋
の
素
、

さ
ら
に
エ
キ
ス
を
使
用
し
た
具
入
り
ス
ー

プ
や
シ
チ
ュ
ー
、
そ
ぼ
ろ
な
ど
の
加
熱
加

工
品
も
製
造
し
て
い
ま
す
。
新
鮮
な
原
料

を
使
用
し
た
エ
キ
ス
は
、
雑
味
が
少
な
く

香
り
や
コ
ク
も
違
う
も
の
に
仕
上
が
り
ま

す
」（
是
川
）

　
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
、
食
の
川

上
か
ら
川
下
ま
で
グ
ル
ー
プ
で
一
貫
し
た

事
業
を
行
う
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
は
、

生い
の
ち命

の
恵
み
を
余
す
こ
と
な
く
生
か
す
取

り
組
み
を
続
け
て
き
た
。
畜
産
エ
キ
ス
製

造
事
業
は
そ
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
が
、

エ
キ
ス
を
抽
出
し
た
あ
と
に
残
る”

出
し

殻
”
も
、
決
し
て
無
駄
に
は
し
な
い
工
夫

が
さ
れ
て
い
る
。

「
残
っ
た
骨
は
粉
状
に
砕
い
て
ス
ー
プ
に

加
え
る
な
ど
の
用
途
に
使
用
し
ま
す
。
ざ

ら
っ
と
し
た
食
感
を
あ
え
て
出
す
こ
と
で
、

お
い
し
さ
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
」

　
青
森
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
そ
び
え
る
八
甲

田
山
、
そ
の
南
に
あ
る
十
和
田
湖
を
源
流

と
す
る
唯
一
の
河
川
で
あ
る
奥お

い

ら

せ

入
瀬
川
は
、

東
へ
と
延
び
、
お
い
ら
せ
町
で
太
平
洋
へ

と
流
れ
込
む
。
奥
入
瀬
川
と
明
神
川
の
河

口
を
分
け
て
設
置
さ
れ
た
百も

も
い
し石

漁
港
で
は
、

毎
年
12
～
3
月
は
特
産
品
で
あ
る
「
お
い

ら
せ
黒
ホ
ッ
キ
」
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
。

そ
の
港
か
ら
ほ
ど
近
い
百
石
工
業
団
地
に

１
９
９
６
年
4
月
、
日
本
ピ
ュ
ア
フ
ー
ド

（
株
）青
森
工
場
は
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
工

場
の
特
色
に
つ
い
て
、
食
材
製
造
課 

主

任
の
是
川
涼
太
は
、
豚
や
鶏
の
生
産
地
に

近
い
と
い
う
地
の
利
を
あ
げ
る
。

「
工
場
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
日
本
フ
ー
ド

生い
の
ち命

の
恵
み
を

余
す
こ
と
な
く
使
い
尽
く
す

エキス原料となる鶏軟骨（右上）、豚骨（右中）と、抽出し終わった“出し殻”（右下）。内側から高温にして煮ることで
中の水が対流し攪拌、水分と油分が自然に混ざり合い乳化され、白濁したエキスが完成する（左）。

エキスを使った調理例。ラーメンだけでなく鍋物やスープはもちろん、炒飯や
八宝菜などの炒め物など、さまざまな料理の旨みを豊かにする隠し味に使われる。

おいらせ町で開催されるグループ会社協賛のフットサル大会に参加するなどス
ポーツが趣味。工場内有志によるアウトドア料理などに参加することも。

ニッポンハムグループにおいて、食肉加工と畜産エキス製造・加工の事業を展開する日本ピュアフード株式会社。
今回は青森工場を訪ね、エキスづくりに真摯に向き合い、時代が求める開発に果敢に挑む、従業員の姿を追った。

是
川 

涼
太

これかわ りょうた
2013年入社。抽出、調
合、原材料の処理、梱
包など製造現場を担当
したのち現在は監督業
務を担う。

技
術
の
継
承
と

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

13
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た
り
再
開
し
た
り
が
で
き
な
い
の
で
、
点

検
や
清
掃
も
兼
ね
て
工
場
を
休
ま
せ
る
日

曜
を
除
き
、
休
み
な
く
工
場
は
稼
働
し
、

働
く
人
も
交
代
制
の
勤
務
だ
。
是
川
は
、

朝
5
時
か
ら
の
早
番
を
担
当
し
て
い
る
。

「
い
っ
た
ん
釜
に
火
を
入
れ
る
と
中
断
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
畜
産
エ
キ
ス
製

造
は
三
交
代
制
勤
務
で
す
。
生
産
量
を
急

に
変
更
す
る
こ
と
も
難
し
い
の
で
、
季
節

の
ト
レ
ン
ド
や
原
料
の
入
荷
状
況
を
見
な

が
ら
製
造
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
、
人
員

配
置
を
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　
一
昼
夜
と
い
う
時
間
を
か
け
る
こ
と

で
原
料
本
来
の
旨
み
や
風
味
を
引
き
出

し
、
専
門
店
の
よ
う
な
本
格
的
な
味
を
実

現
さ
せ
る
製
造
方
法
は
極
め
て
シ
ン
プ
ル

だ
。
そ
れ
ゆ
え
同
じ
化
学
成
分
を
揃
え
て

味
を
整
え
再
現
性
を
高
め
る
考
え
方
も
あ

る
が
、
炊
い
て
原
材
料
か
ら
抽
出
し
た
畜

産
エ
キ
ス
が
出
す
旨
み
の
広
が
り
と
香
り

と
は
、
似
て
非
な
る
も
の
だ
。

　
シ
ン
プ
ル
な
畜
産
エ
キ
ス
製
造
だ
が
、

と
是
川
が
教
え
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

用
途
の
ほ
か
、
肥
料
や
飼
料
に
も
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
の
だ
と
い
う
。

　
廃
棄
物
を
極
限
ま
で
減
ら
す
。
今
あ
る

生い
の
ち命

を
た
だ
消
費
す
る
の
で
は
な
く
循
環

さ
せ
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
少
し

で
も
貢
献
す
る
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
畜
産
エ
キ
ス
製
造
は
、

搬
入
さ
れ
た
原
料
の
骨
の

血
抜
き
を
し
た
後
、
粉

砕
し
、
水
や
野
菜
な
ど
と

と
も
に
釜
に
仕
込
む
こ
と

で
始
ま
り
、
加
熱
し
て
ア

ク
を
取
り
、
沸
騰
さ
せ
た

後
に
抽
出
す
る
。
青
森
工

場
が
採
用
し
て
い
る
方
法

は
大
き
く
分
け
て
3
種
類
。

透
明
な
ス
ー
プ
に
な
る

「
常
圧
抽
出
」、
白
濁
し
た

白パ
イ
タ
ン湯

ス
ー
プ
が
で
き
る

「
攪
拌
抽
出
」、
大
き
な
圧

力
を
か
け
て
短
時
間
で
つ

く
る「
加
圧
抽
出
」が
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
高
温
で
加
熱

す
る
が
、
製
造
量
が
も
っ

と
も
多
い
常
圧
抽
出
は
一

昼
夜
じ
っ
く
り
加
熱
を
続

け
る
。
人
間
の
生
活
時
間

に
合
わ
せ
て
製
造
を
止
め

　「
エ
キ
ス
」
と
い
う
言
葉
は
、
薬
物
や

食
品
の
有
効
成
分
を
抽
出
し
濃
縮
し
た
も

の
を
指
す
オ
ラ
ン
ダ
語
由
来
の
外
来
語
で

あ
る
。
江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
「
越

幾
斯
」
と
い
う
漢
字
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。

今
で
は
医
薬
品
、
化
粧
品
な
ど
の
材
料
と

し
て
多
岐
に
わ
た
り
活
用
さ
れ
、
と
り
わ

け
食
品
に
多
い
。
例
え
ば
ラ
ー
メ
ン
ス
ー

プ（
後
出
）や
鍋
の
素
、
め
ん
つ
ゆ
、
た

れ
、
ソ
ー
ス
な
ど
の
原
材
料
に
は
、「
…
…

エ
キ
ス
」
と
い
う
言
葉
が
度
々
登
場
す
る
。

水
や
熱
水
に
溶
け
出
す
肉
、
魚
、
野
菜
な

ど
の
旨
み
や
香
り
成
分
で
あ
る
エ
キ
ス
は
、

お
い
し
さ
を
支
え
る
の
に
欠
か
せ
な
い
名

脇
役
と
な
っ
て
い
る
。

　
エ
キ
ス
の
中
で
も
動
物
由
来
の
畜
産
エ

キ
ス
製
造
と
エ
キ
ス
調
味
料
製
造
を
担
う
、

ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
の
日
本
ピ
ュ
ア

フ
ー
ド（
株
）青
森
工
場
を
訪
れ
た
。

パ
ッ
カ
ー（
株
）は
豚
の
処
理
・
加
工
を

行
っ
て
い
て
、
ま
た
、
鶏
の
生
産
・
飼

育
、
処
理
・
加
工
を
担
う
日
本
ホ
ワ
イ
ト

フ
ァ
ー
ム（
株
）の
生
産
工
場
も
車
で
一
時

間
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
新
鮮
な
原

材
料
が
常
時
手
に
入
る
の
が
、
当
工
場
の

強
み
で
す
」

　
２
社
と
も
、
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。

「
豚
や
鶏
を
処
理
・
加
工
し
た
そ
の
日
の

う
ち
に
、
原
料
と
な
る
骨
が
届
き
ま
す
。

そ
こ
か
ら
畜
産
エ
キ
ス
を
製
造
し
、
ス
ー

プ
ス
ト
ッ
ク
や
各
種
ブ
イ
ヨ
ン
、
た
れ
や

ソ
ー
ス
、
ラ
ー
メ
ン
ス
ー
プ
や
鍋
の
素
、

さ
ら
に
エ
キ
ス
を
使
用
し
た
具
入
り
ス
ー

プ
や
シ
チ
ュ
ー
、
そ
ぼ
ろ
な
ど
の
加
熱
加

工
品
も
製
造
し
て
い
ま
す
。
新
鮮
な
原
料

を
使
用
し
た
エ
キ
ス
は
、
雑
味
が
少
な
く

香
り
や
コ
ク
も
違
う
も
の
に
仕
上
が
り
ま

す
」（
是
川
）

　
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
、
食
の
川

上
か
ら
川
下
ま
で
グ
ル
ー
プ
で
一
貫
し
た

事
業
を
行
う
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
は
、

生い
の
ち命

の
恵
み
を
余
す
こ
と
な
く
生
か
す
取

り
組
み
を
続
け
て
き
た
。
畜
産
エ
キ
ス
製

造
事
業
は
そ
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
が
、

エ
キ
ス
を
抽
出
し
た
あ
と
に
残
る”

出
し

殻
”
も
、
決
し
て
無
駄
に
は
し
な
い
工
夫

が
さ
れ
て
い
る
。

「
残
っ
た
骨
は
粉
状
に
砕
い
て
ス
ー
プ
に

加
え
る
な
ど
の
用
途
に
使
用
し
ま
す
。
ざ

ら
っ
と
し
た
食
感
を
あ
え
て
出
す
こ
と
で
、

お
い
し
さ
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
」

　
青
森
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
そ
び
え
る
八
甲

田
山
、
そ
の
南
に
あ
る
十
和
田
湖
を
源
流

と
す
る
唯
一
の
河
川
で
あ
る
奥お

い

ら

せ

入
瀬
川
は
、

東
へ
と
延
び
、
お
い
ら
せ
町
で
太
平
洋
へ

と
流
れ
込
む
。
奥
入
瀬
川
と
明
神
川
の
河

口
を
分
け
て
設
置
さ
れ
た
百も

も
い
し石

漁
港
で
は
、

毎
年
12
～
3
月
は
特
産
品
で
あ
る
「
お
い

ら
せ
黒
ホ
ッ
キ
」
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
。

そ
の
港
か
ら
ほ
ど
近
い
百
石
工
業
団
地
に

１
９
９
６
年
4
月
、
日
本
ピ
ュ
ア
フ
ー
ド

（
株
）青
森
工
場
は
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
工

場
の
特
色
に
つ
い
て
、
食
材
製
造
課 

主

任
の
是
川
涼
太
は
、
豚
や
鶏
の
生
産
地
に

近
い
と
い
う
地
の
利
を
あ
げ
る
。

「
工
場
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
日
本
フ
ー
ド

生い
の
ち命

の
恵
み
を

余
す
こ
と
な
く
使
い
尽
く
す

エキスを使った調理例。ラーメンだけでなく鍋物やスープはもちろん、炒飯や
八宝菜などの炒め物など、さまざまな料理の旨みを豊かにする隠し味に使われる。

ニッポンハムグループにおいて、食肉加工と畜産エキス製造・加工の事業を展開する日本ピュアフード株式会社。
今回は青森工場を訪ね、エキスづくりに真摯に向き合い、時代が求める開発に果敢に挑む、従業員の姿を追った。

是
川 

涼
太

日
本
ピ
ュ
ア
フ
ー
ド
株
式
会
社

事
業
統
括
本
部

　生
産
統
括
部

　青
森
工
場

　食
材
製
造
課

これかわ りょうた
2013年入社。抽出、調
合、原材料の処理、梱
包など製造現場を担当
したのち現在は監督業
務を担う。
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す
た
め
の
副
原
料
を
加
え
た
エ
キ
ス
製
造

を
行
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

「
野
菜
や
鶏
豚
以
外
の
畜
産
原
料
の
ほ
か
、

意
外
な
原
料
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
も
、
ベ
テ
ラ

ン
の
皆
さ
ん
の
技
術
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

確
か
な
品
質
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
自

分
で
も
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
と
は

思
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」（
是
川
）

　
中
堅
と
呼
ば
れ
る
キ
ャ
リ
ア
に
な
り
、

主
任
の
是
川
に
と
っ
て
最
近
の
関
心
事
は
、

青
森
工
場
を
持
続
可
能
な
職
場
と
す
る
こ

と
だ
。
目
下
の
課
題
は
暑
さ
対
策
だ
と
い

う
。

「
涼
し
い
と
言
わ
れ
る
青
森
の
夏
で
も
、

最
近
は
30
℃
超
え
が
珍
し
く
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
暑
さ
対
策
に
は
今
ま
で
以
上

に
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
工
場
内
は

釜
の
加
熱
が
終
わ
る
と
落
ち
着
き
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
暑
い
。
火
を
入
れ
る
と
夏
は

50
℃
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」（
是
川
）

　
夏
に
は
偏
東
風
（
や
ま
せ
）
と
呼
ば
れ

る
太
平
洋
か
ら
の
冷
た
い
風
が
吹
き
、
冷

涼
な
気
候
の
お
い
ら
せ
町
で
も
最
近
は
猛

暑
日
を
記
録
す
る
日
が
増
え
て
き
た
。
熱

中
症
対
策
に
は
室
温
28
℃
が
推
奨
さ
れ
て

い
る
が
、
沸
騰
さ
せ
続
け
る
大
き
な
釜
が

い
く
つ
も
並
ぶ
工
場
の
中
で
は
難
し
い
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
要
所
に
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
冷
風
を
送
り
、
従
業

員
の
水
分
補
給
の
た
め
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
や
お
茶
を
備
え
る
冷
蔵
庫
を
設
置
し

日本ピュアフード株式会社　青森工場
操業開始：1996年
所在地：青森県上北郡
　　　  おいらせ町松原2-132-10
従業員数：120名(2024年8月現在)

日本ピュアフードの全国に 7 つある生産
拠点のうち、エキス製造を行うのは青森
と宮崎の 2 か所。青森のエキス製造は月
産 400 ～ 450トンにのぼる。専門店の
ような攪拌抽出で製造しており、ストレー
トタイプ、低濃縮、中濃縮などお得意先
の要望に対応可能で、店舗でのオペレー
ションが短縮できる商品を提供している。

こ
そ
の
、
熱
い
思
い
が
、
大
き
な
強
み
と

し
て
発
揮
さ
れ
る
日
は
遠
く
な
い
か
も
し

れ
な
い
。

　
7
月
下
旬
、
２
０
２
４
年
1
月
1
日

現
在
の
日
本
の
総
人
口
が
発
表
さ
れ
、
日

本
人
の
人
口
は
約
86
万
人
減
で
過
去
最
大

の
減
少
数
・
減
少
率
だ
と
報
じ
ら
れ
た
。

外
国
人
を
含
め
て
も
前
年
よ
り
約
53
万
人

減
り
、
15
年
連
続
で
減
少
が
続
い
て
い
る
。

人
口
の
減
少
は
労
働
力
の
減
少
と
、
市
場

の
縮
小
を
意
味
し
て
い
る
。

　
日
本
ピ
ュ
ア
フ
ー
ド（
株
）青
森
工
場
の

山
田
典
良
工
場
長
は
、
労
働
力
維
持
の
た

め
に
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
が
違
和
感
な
く

共
存
で
き
る
職
場
が
理
想
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
是
川
の
よ
う
な
中
堅
メ
ン

バ
ー
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
い
。

「
今
、
日
本
中
で
業
種
を
問
わ
ず
、
製
造
現

場
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
を
い
か
に
し
て

継
承
す
る
か
と
い
う
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
若
手
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、
キ
ャ
リ
ア
が
違
い

す
ぎ
る
私
た
ち
の
世
代
に
向
け
て
は
直
接
、

要
望
も
言
い
づ
ら
い
で
し
ょ
う
。
ど
ち
ら
の

意
見
も
立
場
も
分
か
る
是
川
に
は
、
世
代

を
つ
な
い
で
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
そ
し
て
、
日
本
の
市
場
縮
小
を
見
据
え
て

取
り
組
み
た
い
の
が
、海
外
へ
の
新
規
展
開
だ
。

「
開
発
課
の
木
村
は
、
入
社
時
か
ら
海
外

（
木
村
）

　
開
発
課
で
一
番
若
手
と
な
る
木
村
は
、

日
々
開
発
に
あ
た
っ
て
知
ら
な
い
こ
と
が

多
す
ぎ
る
と
感
じ
て
い
る
。

「
栄
養
や
食
品
に
つ
い
て
学
校
で
一
通
り
の

勉
強
は
し
ま
し
た
が
、
知
識
だ
け
で
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
開
発
に
も
時
間
が

か
か
り
、
行
き
詰
ま
る
こ
と
も
度
々
あ
っ

て
、
先
輩
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
の
繰
り

返
し
で
す
。
自
分
だ
け
遅
い
と
少
し
焦
り

ま
す
が
、
経
験
を
積
む
の
が
最
善
の
方
法

だ
と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
木
村
）

　
ゆ
く
ゆ
く
は
、
自
社
の
商
品
を
海
外
へ

展
開
す
る
こ
と
に
も
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

「
格
式
ば
っ
た
日
本
料
理
だ
け
で
な
く
、

普
段
口
に
す
る
日
本
食
の
よ
さ
を
少
し
で

も
届
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
木

村
）

　
海
外
で
の
食
を
体
験
し
た
木
村
だ
か
ら

展
開
へ
の
意
欲
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

海
外
在
住
の
経
験
や
、
普
段
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
駆
使
し
て
き
た
世
代
な
ら
で
は
の

発
想
と
行
動
力
で
、
日
本
の
食
品
メ
ー

カ
ー
が
持
つ
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
」（
山
田
）

　
中
国
料
理
を
源
流
と
し
、
日
本
で
独
自

の
進
化
を
遂
げ
た
ラ
ー
メ
ン
は
、
今
や
日

本
食
を
代
表
す
る
美
食
の
ひ
と
つ
に
数
え

ら
れ
、世
界
で
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。ラ
ー

メ
ン
に
欠
か
せ
な
い
畜
産
エ
キ
ス
も
同
様

に
、
世
界
で
も
評
価
さ
れ
る
時
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
製
造
と
職

場
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、
製
品
が
世
界

で
評
価
さ
れ
る
準
備
は
整
い
つ
つ
あ
る
。

づ
か
さ
れ
た
。

「
日
本
に
い
た
と
き
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
何
気
な
く
買
っ
た
も
の

が
、
私
の
好
み
に
合
わ
な
い
こ
と
は
あ
っ

て
も
お
い
し
く
な
い
と
思
う
こ
と
は
ほ
ぼ

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
上
海
で
は
、

慎
重
に
選
ん
で
買
い
物
を
し
な
い
と
、
食

べ
て
後
悔
す
る
よ
う
な
こ
と
が
度
々
あ
り

ま
し
た
。
お
い
し
い
も
の
が
普
通
に
あ
り
、

そ
れ
を
食
べ
る
の
が
当
た
り
前
と
い
う
環

境
は
、
日
本
な
ら
で
は
の
食
文
化
だ
と
思

い
ま
す
」（
木
村
）

　
木
村
の
考
え
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
最

近
で
は
、
手
軽
に
買
え
る
日
本
の
食
べ
物

が
訪
日
観
光
客
の
関
心
の
的
だ
。

　
例
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
２
０
２
１
年
の
東
京
五
輪
で
は
、
カ
ナ

ダ
か
ら
来
日
し
た
記
者
が
連
日
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
買
っ
た
卵
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
な
ど
の
写
真
を
激
賞
の
コ
メ
ン
ト

と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
、
世
界
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
行
動
制
限

が
撤
廃
さ
れ
来
日
が
自
由
に
な
る
と
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
買
っ
た
物
を
感

激
し
な
が
ら
食
べ
る
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
す
る
の
が
、
訪
日
観
光
客
の
間
で
は
ト

レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

　
何
気
な
く
売
ら
れ
て
い
る
も
の
の
ク
オ

リ
テ
ィ
が
高
い
と
い
う
、
日
本
で
は
当
た

り
前
の
こ
と
が
訪
日
客
に
と
っ
て
は
珍
し

い
た
め
に
成
立
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

ブ
ー
ム
だ
が
、
木
村
は
そ
の
逆
の
体
験
か

ら
、
自
分
の
進
む
道
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

「
日
本
食
に
興
味
が
わ
い
て
、
大
学
で
は

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
と
る
専
攻
を
選
び

ま
し
た
。
就
職
活
動
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、

日
本
食
の
魅
力
を
海
外
へ
広
め
る
こ
と
が

で
き
る
仕
事
を
と
考
え
、
海
外
事
業
を
す

で
に
行
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
広
げ
る
予

定
も
あ
る
当
社
を
志
望
し
ま
し
た
」（
木
村
）

　
一
昨
年
4
月
に
入
社
後
、
研
修
を
経
て

青
森
工
場 

製
造
課
へ
配
属
さ
れ
、
昨
年

10
月
に
開
発
課
へ
異
動
し
た
。

「
初
め
て
開
発
を
担
当
し
た
の
は
、
量
販

店
な
ど
で
販
売
さ
れ
る
惣
菜
に
使
わ
れ

る
、
エ
キ
ス
を
使
用
し
た
ソ
ー
ス
で
し
た
。

思
っ
て
い
た
よ
り
開
発
は
難
し
か
っ
た
の

で
す
が
、
お
客
様
の
要
望
に
か
な
う
も
の

が
で
き
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
開
発
し
た

も
の
が
使
わ
れ
た
商
品
が
発
売
さ
れ
た
と

き
に
は
、個
人
的
に
買
っ
て
食
べ
ま
し
た
」

台湾でもエキス製造に携わってきた山田典良・青森工場長。青森
工場のエキス製造は現在、業務用が中心だが、今後はコンシュー
マ向け商品開発にも積極的に取り組んでいきたいと語る。

真空調理でしっとりやわらかく仕上げた「鶏レバー赤ワイン煮」
など、お客様のニーズに合わせた惣菜製品も手がける。

旅行やカフェ巡りが趣味の木村は、煮干し醤油の八戸ラーメンなど地元食材使用メ
ニューを体験しつつ、自社のポークエキスなどの生かし方に思いを巡らす。

日
本
の
市
場
縮
小
と

労
働
力
不
足
対
策

山田 典
の り よ し

良

日本ピュアフード株式会社
生産本部　青森工場　工場長

て
い
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
将
来
へ
向
け
て
是
川
が

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
が
、
勤
務
シ

フ
ト
の
工
夫
だ
。

「
今
は
工
場
の
稼
働
を
日
曜
の
日
中
し
か

止
め
ら
れ
な
い
状
態
で
す
。
畜
産
エ
キ
ス

製
造
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
そ
う
し
な

い
と
製
造
が
間
に
合
わ
な
い
か
ら
仕
方
な

い
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
工
夫
し
て
工

場
を
休
ま
せ
る
日
を
一
日
増
や
せ
な
い
か

と
、
他
部
署
や
上
長
と
相
談
し
て
い
ま
す
。

休
み
を
と
り
や
す
く
、
余
裕
を
も
っ
て
働

け
る
よ
う
に
な
れ
ば
新
人
も
定
着
し
や
す

く
な
り
、
技
術
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぎ

や
す
く
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
是

川
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
か
ら
、
２
０
０
０
年

代
生
ま
れ
の
若
者
た
ち
は
仕
事
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
働
く
こ
と
よ
り
も
、
私
生
活

で
の
充
実
や
幸
福
を
優
先
す
る
傾
向
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
未
来
を
つ
く
る
世

代
に
と
っ
て
、
働
く
こ
と
を
現
実
的
に
捉

え
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
は
、
ベ
テ
ラ
ン

と
若
手
の
間
に
い
る
今
の
是
川
に
こ
そ
、

実
現
可
能
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
ろ
う
。

　
高
校
時
代
を
中
国
・
上
海
で
過
ご
し
た

開
発
課
の
木
村
咲
紀
は
、
そ
れ
ま
で
当
た

り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
食
を
め
ぐ
る
環
境

が
、
日
本
な
ら
で
は
の
良
さ
だ
っ
た
と
気
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す
た
め
の
副
原
料
を
加
え
た
エ
キ
ス
製
造

を
行
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

「
野
菜
や
鶏
豚
以
外
の
畜
産
原
料
の
ほ
か
、

意
外
な
原
料
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
も
、
ベ
テ
ラ

ン
の
皆
さ
ん
の
技
術
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

確
か
な
品
質
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
自

分
で
も
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
と
は

思
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」（
是
川
）

　
中
堅
と
呼
ば
れ
る
キ
ャ
リ
ア
に
な
り
、

主
任
の
是
川
に
と
っ
て
最
近
の
関
心
事
は
、

青
森
工
場
を
持
続
可
能
な
職
場
と
す
る
こ

と
だ
。
目
下
の
課
題
は
暑
さ
対
策
だ
と
い

う
。

「
涼
し
い
と
言
わ
れ
る
青
森
の
夏
で
も
、

最
近
は
30
℃
超
え
が
珍
し
く
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
暑
さ
対
策
に
は
今
ま
で
以
上

に
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
工
場
内
は

釜
の
加
熱
が
終
わ
る
と
落
ち
着
き
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
暑
い
。
火
を
入
れ
る
と
夏
は

50
℃
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」（
是
川
）

　
夏
に
は
偏
東
風
（
や
ま
せ
）
と
呼
ば
れ

る
太
平
洋
か
ら
の
冷
た
い
風
が
吹
き
、
冷

涼
な
気
候
の
お
い
ら
せ
町
で
も
最
近
は
猛

暑
日
を
記
録
す
る
日
が
増
え
て
き
た
。
熱

中
症
対
策
に
は
室
温
28
℃
が
推
奨
さ
れ
て

い
る
が
、
沸
騰
さ
せ
続
け
る
大
き
な
釜
が

い
く
つ
も
並
ぶ
工
場
の
中
で
は
難
し
い
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
要
所
に
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
冷
風
を
送
り
、
従
業

員
の
水
分
補
給
の
た
め
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
や
お
茶
を
備
え
る
冷
蔵
庫
を
設
置
し

安
定
し
た
品
質
の
維
持
に
は
、
食
材
と
製

造
に
つ
い
て
の
複
雑
な
知
識
と
経
験
が
必

要
だ
。
高
校
の
調
理
科
を
卒
業
後
、
入
社

し
て
12
年
目
、
異
動
は
何
度
か
あ
っ
た
が
、

ず
っ
と
青
森
工
場
で
仕
事
を
し
て
き
た
是

川
は
、
今
も
学
ぶ
こ
と
が
多
い
と
言
う
。

「
ベ
テ
ラ
ン
の
皆
さ
ん
の
職
人
技
が
必
要

な
仕
事
で
す
。
重
い
原
料
を
移
動
さ
せ
た

り
、
粉
砕
し
た
り
な
ど
の
作
業
は
機
械
で

で
き
ま
す
が
、
自
動
化
が
難
し
い
工
程
が

ま
だ
多
い
。
ま
た
、
原
料
の
状
態
や
配
合

は
季
節
や
そ
の
日
の
天
気
な
ど
で
変
わ
る

こ
と
も
多
い
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
落
と

し
込
め
な
い
内
容
も
多
い
。
状
態
を
目
で

見
て
、
感
触
を
確
か
め
ま
す
。
携
わ
る
人

た
ち
の
手
が
加
わ
ら
な
い
と
、
よ
い
品
質

の
も
の
を
つ
く
り
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
」（
是

川
）

　
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
鶏
や

豚
以
外
の
原
料
や
、
独
自
の
味
わ
い
を
出

こ
そ
の
、
熱
い
思
い
が
、
大
き
な
強
み
と

し
て
発
揮
さ
れ
る
日
は
遠
く
な
い
か
も
し

れ
な
い
。

　
7
月
下
旬
、
２
０
２
４
年
1
月
1
日

現
在
の
日
本
の
総
人
口
が
発
表
さ
れ
、
日

本
人
の
人
口
は
約
86
万
人
減
で
過
去
最
大

の
減
少
数
・
減
少
率
だ
と
報
じ
ら
れ
た
。

外
国
人
を
含
め
て
も
前
年
よ
り
約
53
万
人

減
り
、
15
年
連
続
で
減
少
が
続
い
て
い
る
。

人
口
の
減
少
は
労
働
力
の
減
少
と
、
市
場

の
縮
小
を
意
味
し
て
い
る
。

　
日
本
ピ
ュ
ア
フ
ー
ド（
株
）青
森
工
場
の

山
田
典
良
工
場
長
は
、
労
働
力
維
持
の
た

め
に
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
が
違
和
感
な
く

共
存
で
き
る
職
場
が
理
想
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
是
川
の
よ
う
な
中
堅
メ
ン

バ
ー
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
い
。

「
今
、
日
本
中
で
業
種
を
問
わ
ず
、
製
造
現

場
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
を
い
か
に
し
て

継
承
す
る
か
と
い
う
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
若
手
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、
キ
ャ
リ
ア
が
違
い

す
ぎ
る
私
た
ち
の
世
代
に
向
け
て
は
直
接
、

要
望
も
言
い
づ
ら
い
で
し
ょ
う
。
ど
ち
ら
の

意
見
も
立
場
も
分
か
る
是
川
に
は
、
世
代

を
つ
な
い
で
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
そ
し
て
、
日
本
の
市
場
縮
小
を
見
据
え
て

取
り
組
み
た
い
の
が
、海
外
へ
の
新
規
展
開
だ
。

「
開
発
課
の
木
村
は
、
入
社
時
か
ら
海
外

展
開
へ
の
意
欲
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

海
外
在
住
の
経
験
や
、
普
段
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
駆
使
し
て
き
た
世
代
な
ら
で
は
の

発
想
と
行
動
力
で
、
日
本
の
食
品
メ
ー

カ
ー
が
持
つ
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
」（
山
田
）

　
中
国
料
理
を
源
流
と
し
、
日
本
で
独
自

の
進
化
を
遂
げ
た
ラ
ー
メ
ン
は
、
今
や
日

本
食
を
代
表
す
る
美
食
の
ひ
と
つ
に
数
え

ら
れ
、世
界
で
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。ラ
ー

メ
ン
に
欠
か
せ
な
い
畜
産
エ
キ
ス
も
同
様

に
、
世
界
で
も
評
価
さ
れ
る
時
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
製
造
と
職

場
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、
製
品
が
世
界

で
評
価
さ
れ
る
準
備
は
整
い
つ
つ
あ
る
。

づ
か
さ
れ
た
。

「
日
本
に
い
た
と
き
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
何
気
な
く
買
っ
た
も
の

が
、
私
の
好
み
に
合
わ
な
い
こ
と
は
あ
っ

て
も
お
い
し
く
な
い
と
思
う
こ
と
は
ほ
ぼ

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
上
海
で
は
、

慎
重
に
選
ん
で
買
い
物
を
し
な
い
と
、
食

べ
て
後
悔
す
る
よ
う
な
こ
と
が
度
々
あ
り

ま
し
た
。
お
い
し
い
も
の
が
普
通
に
あ
り
、

そ
れ
を
食
べ
る
の
が
当
た
り
前
と
い
う
環

境
は
、
日
本
な
ら
で
は
の
食
文
化
だ
と
思

い
ま
す
」（
木
村
）

　
木
村
の
考
え
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
最

近
で
は
、
手
軽
に
買
え
る
日
本
の
食
べ
物

が
訪
日
観
光
客
の
関
心
の
的
だ
。

　
例
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
２
０
２
１
年
の
東
京
五
輪
で
は
、
カ
ナ

ダ
か
ら
来
日
し
た
記
者
が
連
日
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
買
っ
た
卵
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
な
ど
の
写
真
を
激
賞
の
コ
メ
ン
ト

と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
、
世
界
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
行
動
制
限

が
撤
廃
さ
れ
来
日
が
自
由
に
な
る
と
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
買
っ
た
物
を
感

激
し
な
が
ら
食
べ
る
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
す
る
の
が
、
訪
日
観
光
客
の
間
で
は
ト

レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

　
何
気
な
く
売
ら
れ
て
い
る
も
の
の
ク
オ

リ
テ
ィ
が
高
い
と
い
う
、
日
本
で
は
当
た

り
前
の
こ
と
が
訪
日
客
に
と
っ
て
は
珍
し

い
た
め
に
成
立
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

ブ
ー
ム
だ
が
、
木
村
は
そ
の
逆
の
体
験
か

ら
、
自
分
の
進
む
道
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

「
日
本
食
に
興
味
が
わ
い
て
、
大
学
で
は

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
と
る
専
攻
を
選
び

ま
し
た
。
就
職
活
動
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、

日
本
食
の
魅
力
を
海
外
へ
広
め
る
こ
と
が

で
き
る
仕
事
を
と
考
え
、
海
外
事
業
を
す

で
に
行
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
広
げ
る
予

定
も
あ
る
当
社
を
志
望
し
ま
し
た
」（
木
村
）

　
一
昨
年
4
月
に
入
社
後
、
研
修
を
経
て

青
森
工
場 

製
造
課
へ
配
属
さ
れ
、
昨
年

10
月
に
開
発
課
へ
異
動
し
た
。

「
初
め
て
開
発
を
担
当
し
た
の
は
、
量
販

店
な
ど
で
販
売
さ
れ
る
惣
菜
に
使
わ
れ

る
、
エ
キ
ス
を
使
用
し
た
ソ
ー
ス
で
し
た
。

思
っ
て
い
た
よ
り
開
発
は
難
し
か
っ
た
の

で
す
が
、
お
客
様
の
要
望
に
か
な
う
も
の

が
で
き
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
開
発
し
た

も
の
が
使
わ
れ
た
商
品
が
発
売
さ
れ
た
と

き
に
は
、個
人
的
に
買
っ
て
食
べ
ま
し
た
」

きむら さき
2022年入社。製造課
を経験したのち2023
年10月より開発課で
開発業務を担当。

木
村 

咲
紀

日
本
ピ
ュ
ア
フ
ー
ド
株
式
会
社

生
産
本
部

　青
森
工
場

　開
発
課

台湾でもエキス製造に携わってきた山田典良・青森工場長。青森
工場のエキス製造は現在、業務用が中心だが、今後はコンシュー
マ向け商品開発にも積極的に取り組んでいきたいと語る。

真空調理でしっとりやわらかく仕上げた「鶏レバー赤ワイン煮」
など、お客様のニーズに合わせた惣菜製品も手がける。

山田 典
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て
い
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
将
来
へ
向
け
て
是
川
が

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
が
、
勤
務
シ

フ
ト
の
工
夫
だ
。

「
今
は
工
場
の
稼
働
を
日
曜
の
日
中
し
か

止
め
ら
れ
な
い
状
態
で
す
。
畜
産
エ
キ
ス

製
造
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
そ
う
し
な

い
と
製
造
が
間
に
合
わ
な
い
か
ら
仕
方
な

い
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
工
夫
し
て
工

場
を
休
ま
せ
る
日
を
一
日
増
や
せ
な
い
か

と
、
他
部
署
や
上
長
と
相
談
し
て
い
ま
す
。

休
み
を
と
り
や
す
く
、
余
裕
を
も
っ
て
働

け
る
よ
う
に
な
れ
ば
新
人
も
定
着
し
や
す

く
な
り
、
技
術
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぎ

や
す
く
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
是

川
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
か
ら
、
２
０
０
０
年

代
生
ま
れ
の
若
者
た
ち
は
仕
事
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
働
く
こ
と
よ
り
も
、
私
生
活

で
の
充
実
や
幸
福
を
優
先
す
る
傾
向
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
未
来
を
つ
く
る
世

代
に
と
っ
て
、
働
く
こ
と
を
現
実
的
に
捉

え
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
は
、
ベ
テ
ラ
ン

と
若
手
の
間
に
い
る
今
の
是
川
に
こ
そ
、

実
現
可
能
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
ろ
う
。

　
高
校
時
代
を
中
国
・
上
海
で
過
ご
し
た

開
発
課
の
木
村
咲
紀
は
、
そ
れ
ま
で
当
た

り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
食
を
め
ぐ
る
環
境

が
、
日
本
な
ら
で
は
の
良
さ
だ
っ
た
と
気

何
気
な
い
、
普
段
着
の

日
本
食
の
魅
力
を
世
界
へ

14
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尾田衣子

料理研究家。料理教室
「アシェットmドmキヌ」を
主宰。ル・コルドン・ブ
ルー東京校ほかで料理
を学び、独立。身近な
素材を使って手軽につく
れる料理に定評がある。m
https://ryo-ri.net/

【 

鶏
ハ
ム 

】

１２３

【 

し
ょ
う
ゆ
ラ
ー
メ
ン 

】

１２３

鶏
も
も
肉
の
両
面
に
砂

糖
、塩
を
す
り
込
み
、ロ
ー

ル
状
に
巻
く
。
ラ
ッ
プ

で
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
状
に
包

み
、
袋
に
入
れ
て
冷
蔵
庫

で
一
晩
お
く
。

鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
水
を
入

れ
、
１
を
袋
か
ら
取
り
出

し
、
ラ
ッ
プ
に
包
ん
だ
ま

ま
鍋
に
入
れ
、
ふ
た
を
し

て
火
に
か
け
る
。
沸
騰
し

て
か
ら
６
分
ゆ
で
、
火
を

止
め
30
分
以
上
放
置
し

て
火
を
通
す
。

２
を
鍋
か
ら
取
り
出

し
、
ラ
ッ
プ
を
取
り
除
き
、

7
mm幅
に
ス
ラ
イ
ス
す
る
。

作
り
方

鴨
肉（
ハ
ー
ブ
爽
育
鴨
） ••••••••

1
枚

鴨
鍋
の
つ
ゆ •••••••••••••••

1
パ
ッ
ク

中
華
麺（
中
太
麺
）m••••••••••

2
玉

水m••••••••••••••••••••••••

４
0
0
ｍｌ

長
ね
ぎm•••••••••••••••••••

1
本

ま
い
た
けm•••••••••••••••••

50
ｇ

材
料（
２
人
分
）

要
冷
蔵

国産鶏肉 桜姫®
日本ハム

透明感のある桜色で、鶏独特の
臭みが少なく、一般の鶏肉に比べ
てビタミンEが 3倍以上＊の鶏肉
です。生産から処理・加工、物流、
販売までをニッポンハムグループ
で一貫して管理しています。
＊日本食品標準成分表2015年版(七訂)数値比較

桜姫ちゃん
イメージキャラクター

TM

常
温

要
冷
凍

常
温

鶏がらスープ
日本ピュアフード

国産の鶏がらを100％使用し、一
晩じっくり炊き出しています。食
塩は使用せず、素材の味を生かし
たスープです。和洋中あらゆる料
理のベースとして、お水代わりに
ご使用いただけます。

ハーブ爽育鴨
日本ハム

ハーブ爽育鴨は生まれて
から出荷されるまでに抗生
物質を使用せず、オレガノ
を配合した飼料で肥育し
た、こだわりのタイ産鴨肉
です。

鴨鍋のつゆ
日本ピュアフード

醤油をベースに昆布とか
つおのエキスを加えていま
す。鴨鍋以外の料理にも
お使いいただけます。

長
ね
ぎ
は
3
㎝
の
長
さ
に
切
り
、
ま
い
た
け

は
石
づ
き
を
取
り
、
大
ぶ
り
に
割
く
。
油
を

ひ
か
ず
に
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焦
げ
目
が
付
く

ま
で
焼
く
。

鴨
肉
は
皮
目
に
切
れ
目
を
入
れ
、
１
で
使
っ

た
フ
ラ
イ
パ
ン
を
中
火
で
熱
し
、
皮
目
を
下

に
し
て
焼
く
。
こ
ん
が
り
と
色
が
付
い
た
ら

裏
返
し
、
ふ
た
を
し
て
弱
火
で
火
を
通
す
。

焼
き
上
が
っ
た
ら
5
mm幅
に
ス
ラ
イ
ス
す
る
。

中
太
麺
を
ゆ
で
て
、
冷
水
で
締
め
し
っ
か
り

と
水
気
を
切
り
、
器
に
盛
る
。

鴨
鍋
の
つ
ゆ
と
水
を
合
わ
せ
ひ
と
煮
立
ち
さ

せ
る
。

３
に
１
の
鴨
肉
と
２
の
ま
い
た
け
を
の
せ

る
。
４
の
つ
け
汁
を
器
に
よ
そ
い
、
２
の
長

ね
ぎ
を
入
れ
る
。

１２３４５

ほ
う
れ
ん
草
は
３
㎝
の
長

さ
に
切
り
、少
量
の
水
を
入

れ
た
耐
熱
皿
に
入
れ
、ラ
ッ

プ
を
か
け
て
6
0
0
W

の
電
子
レ
ン
ジ
に
２
分
か
け

る
。粗
熱
が
と
れ
た
ら
、水

気
を
切
る
。

中
華
麺
を
ゆ
で
て
、
し
っ

か
り
と
水
気
を
切
り
、

器
に
盛
る
。

鍋
に
A
を
合
わ
せ
ひ
と

煮
立
ち
し
た
ら
２
に
注

ぎ
、
鶏
ハ
ム
と
１
の
ほ
う

れ
ん
草
、
メ
ン
マ
、
な
る

と
、
長
ね
ぎ
を
の
せ
る
。
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【 

鶏
ハ
ム 

】

１２３

【 

し
ょ
う
ゆ
ラ
ー
メ
ン 

】

１２３

鶏
も
も
肉
の
両
面
に
砂

糖
、塩
を
す
り
込
み
、ロ
ー

ル
状
に
巻
く
。
ラ
ッ
プ

で
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
状
に
包

み
、
袋
に
入
れ
て
冷
蔵
庫

で
一
晩
お
く
。

鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
水
を
入

れ
、
１
を
袋
か
ら
取
り
出

し
、
ラ
ッ
プ
に
包
ん
だ
ま

ま
鍋
に
入
れ
、
ふ
た
を
し

て
火
に
か
け
る
。
沸
騰
し

て
か
ら
６
分
ゆ
で
、
火
を

止
め
30
分
以
上
放
置
し

て
火
を
通
す
。

２
を
鍋
か
ら
取
り
出

し
、
ラ
ッ
プ
を
取
り
除
き
、

7
mm幅
に
ス
ラ
イ
ス
す
る
。

作
り
方

【m

鶏
ハ
ムm

】

鶏
も
も
肉（
国
産
鶏
肉 

桜
姫

®
） ••

１
枚

砂
糖m••••••••••••••••••••••

小
さ
じ
1mm

塩m••••••••••••••••••••••••

小
さ
じ
1mm

【m

し
ょ
う
ゆ
ラ
ー
メ
ンm

】

中
華
麺m•••••••••••••••••••

2
玉

A鶏
が
ら
ス
ー
プ ••••••••••

1
パ
ッ
ク

水m••••••••••••••••••••••

4
0
0
mm

し
ょ
う
ゆm•••••••••••••••

大
さ
じ
4

か
つ
お
だ
し（
顆
粒
）m••••••

小
さ
じ
1

ほ
う
れ
ん
草m•••••••••••••••

1/4
束

メ
ン
マm••••••••••••••••••••

4
本

な
る
と
（
ス
ラ
イ
ス
）m••••••••••

2
枚

長
ね
ぎ
（
小
口
切
り
）m••••••••••

適
量

鴨
肉（
ハ
ー
ブ
爽
育
鴨
） ••••••••

1
枚

鴨
鍋
の
つ
ゆ •••••••••••••••

1
パ
ッ
ク

中
華
麺（
中
太
麺
）m••••••••••

2
玉

水m••••••••••••••••••••••••

４
0
0
ｍｌ

長
ね
ぎm•••••••••••••••••••

1
本

ま
い
た
けm•••••••••••••••••

50
ｇ

材
料（
２
人
分
）

材
料（
２
人
分
）

要
冷
蔵

国産鶏肉 桜姫®
日本ハム

透明感のある桜色で、鶏独特の
臭みが少なく、一般の鶏肉に比べ
てビタミンEが 3倍以上＊の鶏肉
です。生産から処理・加工、物流、
販売までをニッポンハムグループ
で一貫して管理しています。
＊日本食品標準成分表2015年版(七訂)数値比較

桜姫ちゃん
イメージキャラクター

TM

常
温

鶏がらスープ
日本ピュアフード

国産の鶏がらを100％使用し、一
晩じっくり炊き出しています。食
塩は使用せず、素材の味を生かし
たスープです。和洋中あらゆる料
理のベースとして、お水代わりに
ご使用いただけます。

長
ね
ぎ
は
3
㎝
の
長
さ
に
切
り
、
ま
い
た
け

は
石
づ
き
を
取
り
、
大
ぶ
り
に
割
く
。
油
を

ひ
か
ず
に
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焦
げ
目
が
付
く

ま
で
焼
く
。

鴨
肉
は
皮
目
に
切
れ
目
を
入
れ
、
１
で
使
っ

た
フ
ラ
イ
パ
ン
を
中
火
で
熱
し
、
皮
目
を
下

に
し
て
焼
く
。
こ
ん
が
り
と
色
が
付
い
た
ら

裏
返
し
、
ふ
た
を
し
て
弱
火
で
火
を
通
す
。

焼
き
上
が
っ
た
ら
5
mm幅
に
ス
ラ
イ
ス
す
る
。

中
太
麺
を
ゆ
で
て
、
冷
水
で
締
め
し
っ
か
り

と
水
気
を
切
り
、
器
に
盛
る
。

鴨
鍋
の
つ
ゆ
と
水
を
合
わ
せ
ひ
と
煮
立
ち
さ

せ
る
。

３
に
１
の
鴨
肉
と
２
の
ま
い
た
け
を
の
せ

る
。
４
の
つ
け
汁
を
器
に
よ
そ
い
、
２
の
長

ね
ぎ
を
入
れ
る
。

１２３４５

ほ
う
れ
ん
草
は
３
㎝
の
長

さ
に
切
り
、少
量
の
水
を
入

れ
た
耐
熱
皿
に
入
れ
、ラ
ッ

プ
を
か
け
て
6
0
0
W

の
電
子
レ
ン
ジ
に
２
分
か
け

る
。粗
熱
が
と
れ
た
ら
、水

気
を
切
る
。

中
華
麺
を
ゆ
で
て
、
し
っ

か
り
と
水
気
を
切
り
、

器
に
盛
る
。

鍋
に
A
を
合
わ
せ
ひ
と

煮
立
ち
し
た
ら
２
に
注

ぎ
、
鶏
ハ
ム
と
１
の
ほ
う

れ
ん
草
、
メ
ン
マ
、
な
る

と
、
長
ね
ぎ
を
の
せ
る
。

作
り
方

Cooking／尾田衣子　Photo／平松唯加子　Styling／駒井京子 16
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鍋にAを合わせ軽く煮る。
フォーをゆでて、冷水で締めしっか
りと水気を切り、器に盛る。
パクチーはざく切りにし、レモンはく
し形に切る。
2に 1を注ぎ、3のパクチー、レモ
ンを添え、黒こしょうを振る。

みょうがは縦に２等分し斜め薄切り
にする。オリーブは２等分に切る。
鍋に鶏がらスープ、水、白だし、しょ
うゆを合わせ、ひと煮立ちさせる。
そうめんをゆでて、冷水で締めしっ
かりと水気を切り、器に盛る。
3に 2を注ぎ、生ハムと1、イタリア
ンパセリを添え、黒こしょうを振る。

キャベツは3、4cm角に切り、フラ
イパンにサラダ油を入れ強火で炒め
る。ここへ中華名菜®mm八宝菜の具と
添付のソースを加え、さらに炒める。
鍋にAを合わせてひと煮立ちさせ、
溶いた卵を少しずつ加える。
中華麺をゆでて、しっかりと水気を
切り、器に盛る。
3に 1をのせ、2を注ぐ。

1
2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

作り方 作り方作り方

A
レストラン仕様 カレー （辛口）
 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １パック
鶏がらスープ ‥‥‥ １パック
ナンプラーm ‥‥‥‥ 大さじ２
ココナッツミルクm ‥ 120ml
フォーm‥‥‥‥‥‥‥ ２玉
パクチーm‥‥‥‥‥‥ １束
レモンm‥‥‥‥‥‥‥ 1/2個
黒こしょうm‥‥‥‥‥ 適量

これは便利  ロース生ハム ‥ 2パック
鶏がらスープ ‥‥‥‥ 1パック
そうめんm‥‥‥‥‥‥ 150ｇ
みょうがm‥‥‥‥‥‥ 1本
オリーブm‥‥‥‥‥‥ 6粒
水‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 400ml
白だしm‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ3
しょうゆm‥‥‥‥‥‥ 小さじ2
イタリアンパセリm ‥‥ 適量
黒こしょうm‥‥‥‥‥ 適量

中華名菜®  八宝菜 ‥‥ １パック
中華麺m‥‥‥‥‥‥‥ 2玉
キャベツm‥‥‥‥‥‥ 1/4個
サラダ油m‥‥‥‥‥‥ 適量

A
鶏がらスープ ‥‥‥ １パック
水m‥‥‥‥‥‥‥‥ 400ml
酢m‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ４
しょうゆm ‥‥‥‥‥ 小さじ２
卵m‥‥‥‥‥‥‥‥ １個

材料（2人分） 材料（2人分）材料（2人分）

これは便利 ロース生ハム
日本ハム

レストラン仕様 カレー （辛口）
日本ハム

中華名菜® 八宝菜
日本ハム

塩辛さを抑えたまろやかな味わいと、しっと
りとした食感がお楽しみいただけます。その
ままはもちろん、フルーツやトマトなどと合
わせると、よりおいしく召し上がれます。

フルーツの旨味を加えたソースで野菜と牛
肉をとろけるまで煮込みました。後を引く
辛さと甘みのバランスがとれた本格的なカ
レーです。

8種類の具（にんじん・きくらげ・うずら卵・
豚肉・鶏肉・たけのこ・しいたけ・まいたけ）
とソース入りです。白菜かキャベツがあれ
ばすぐにできます。

要
冷
蔵

常
温

要
冷
蔵
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鍋に鶏がらスープ、水、鶏だんごを
入れ、火にかける。
白菜は細切りにし、まいたけは石づ
きを取り、手で割き、1に加えて火
を通す。
2にみそ、しょうゆを加える。
中華麺をゆでて、しっかりと水気を
切り、器に盛る。
4に 3を注ぎ、すりおろしたゆずの
皮と、小ねぎを散らす。

鍋にAを合わせ軽く煮る。
フォーをゆでて、冷水で締めしっか
りと水気を切り、器に盛る。
パクチーはざく切りにし、レモンはく
し形に切る。
2に 1を注ぎ、3のパクチー、レモ
ンを添え、黒こしょうを振る。

みょうがは縦に２等分し斜め薄切り
にする。オリーブは２等分に切る。
鍋に鶏がらスープ、水、白だし、しょ
うゆを合わせ、ひと煮立ちさせる。
そうめんをゆでて、冷水で締めしっ
かりと水気を切り、器に盛る。
3に 2を注ぎ、生ハムと1、イタリア
ンパセリを添え、黒こしょうを振る。

1

2

3
4

5

1
2

3

4

1

2

3

4

作り方作り方 作り方

鶏だんご
（鍋まつり®  馬路村のゆずを使った鶏だんご）
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10個
鶏がらスープ ‥‥‥‥ 1パック
中華麺m‥‥‥‥‥‥‥ 2玉
水‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 400ml
白菜m‥‥‥‥‥‥‥‥ 2枚
まいたけm‥‥‥‥‥‥ 50ｇ
みそm‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ1・1/2
しょうゆm‥‥‥‥‥‥ 小さじ1
ゆず、小ねぎ(小口切り)m ‥ 適量

A
レストラン仕様 カレー （辛口）
 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １パック
鶏がらスープ ‥‥‥ １パック
ナンプラーm ‥‥‥‥ 大さじ２
ココナッツミルクm ‥ 120ml
フォーm‥‥‥‥‥‥‥ ２玉
パクチーm‥‥‥‥‥‥ １束
レモンm‥‥‥‥‥‥‥ 1/2個
黒こしょうm‥‥‥‥‥ 適量

これは便利  ロース生ハム ‥ 2パック
鶏がらスープ ‥‥‥‥ 1パック
そうめんm‥‥‥‥‥‥ 150ｇ
みょうがm‥‥‥‥‥‥ 1本
オリーブm‥‥‥‥‥‥ 6粒
水‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 400ml
白だしm‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ3
しょうゆm‥‥‥‥‥‥ 小さじ2
イタリアンパセリm ‥‥ 適量
黒こしょうm‥‥‥‥‥ 適量

材料（2人分）材料（2人分）

鍋まつり® 馬路村のゆずを使った鶏だんご
日本ピュアフード

国産鶏肉を使用した『生』（未加熱）タイ
プの肉だんご。ゆずの産地、馬路村のゆ
ずを使用しています。

要
冷
蔵

これは便利 ロース生ハム
日本ハム

レストラン仕様 カレー （辛口）
日本ハム

塩辛さを抑えたまろやかな味わいと、しっと
りとした食感がお楽しみいただけます。その
ままはもちろん、フルーツやトマトなどと合
わせると、よりおいしく召し上がれます。

フルーツの旨味を加えたソースで野菜と牛
肉をとろけるまで煮込みました。後を引く
辛さと甘みのバランスがとれた本格的なカ
レーです。

要
冷
蔵
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大阪市、堺市をホームタウンとするセレッソ大阪
　セレッソ大阪では「スポーツを通じて、地域の人々と夢、希望、感動を共有したい　スポーツを核としたさまざまな活動により、活力や魅力に満ち
たまちづくりに貢献し地域の人々を笑顔にしたい」というホームタウン活動方針のもと、さまざまな地域貢献活動を行っています。大阪市、堺市をホー
ムタウンとするセレッソ大阪は、サッカー教室や大阪市立図書館と協働した読書推進プロジェクト「セレッソ大阪巡回展示」などを継続的に実施して
います。7 月 29日（月）は、在籍選手たちによる商店街キャラバンを実施。日頃からご支援をいただいているホームタウンの皆様へ感謝をお伝えする
とともに、悲願のリーグ優勝に向け、後半戦の機運を一層醸成することを目的として、8カ所の商店街を訪問しました。

商店街に集まったサポー
ターと記念撮影に臨む選
手。左からヴィトール ブ
エノ選手、香川真司選手、
ルーカス フェルナンデス
選手、登里享平選手。

YouTube
セレッソ大阪公式
Webサイトでも、
レポートを掲載!

Photo ／ ©CEREZO OSAKA

　今年はセレッソ大阪 30 周年ということもあり、それを記念
して、「For Our Osaka　私たちの大阪のために」というコ
ンセプトのもと、各商店街がセレッソ大阪の横断幕などでピ
ンクに装飾されています。今回のホームタウン商店街キャラ
バンではセレッソ大阪トップチームの選手やアンバサダーが
商店街を練り歩いて地域の方々と触れ合い、トークショーや
サイン会を実施。選手と一緒に清掃活動を行った商店街もあ
り、商店街の方々、サポーター、選手が一体となって楽しい
時間を過ごしました。駒川商店街、長居商店街でのキャラバ
ンに参加した香川真司選手は「いつも応援してくださってい
る地元の皆さんとこうやって交流できて、非常にいい試みだ
と思います」と感想を語りました。当日の模様は、公式 Web
サイトや YouTube でご覧いただけます。

For Our Osaka
私たちの大阪のために

❶阪田澪哉選手（左）、喜田陽選手（右）たちがサポーターとともに清掃活動を実施。❷舩木翔選手はラジオ
にも出演。❸サポーターに自身の名刺を手渡すカピシャーバ選手。❹セレッソラッピングを施した堺市役
所庁舎。（左から山田寛人選手、ヤン ハンビン選手、進藤亮佑選手、山下達也選手、勝矢寿延アンバサダー）
❺たくさんの質問が寄せられたトークショー。❻クイズ大会、サイン会などでサポーターと交流。

❶

❸

❺

❷

❹

❻

セレッソ大阪選手による
ホームタウン商店街キャラバンを実施！
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青森県立八戸西高等学校出身。
2021 年育成選手ドラフト 1 位で
ファイターズに入団。190cｍの長
身を生かしたフォームから投げ込
む速球が武器。2024 年シーズン
より育成から支配下登録となり、6
月 2 日の横浜 DeNA ベイスター
ズ戦に先発しプロ初勝利を挙げる。
育成ドラフト出身選手として球団
初の勝利投手に。

背番号

食
生
活
を
見
直
し
て
、

体
重
10
kgg増
で
、

球
速
が
10
kgア
ッ
プ
！

福島 蓮投手

ふ くし ま れ ん

2003 年 4 月 25 日生まれ
青森県出身
投打 : 右投げ右打ち　投手

今、「挑戦」していることや目標は？
ケガをしないことです。昨年は後半に体調を崩
してしまったので……。一軍は夜の試合が多い
ので時間が不規則になりがちです。睡眠時間
を確保して、普段通りの生活を心がけていま
す。また、野球以外の生活面も大切にしていて、
食べることも練習の一つだと考えています。

プロ入り後、食生活で
変わったことはありますか？
野球選手としては細身（身長 190cm に対し
入団時の体重 65kg）なので身長に見合った
体をつくりたいと思いました。今は管理栄養
士さんのアドバイスがあり、自分に何が不足
しているのかを教えてくれます。ご飯の量も
増やしましたが、朝からバランスを考えた食
事ができているため、徐々に体重も増えてき
ました。心がけているのは栄養が偏らないよ
う、野菜をたくさん食べることです。ブロッコ
リーなどがあれば必ず食べます。また、不足
分は補食でしっかりとるようにしています。プ
ロテインはもちろんですが、ゼリー類などさ
らっと食べやすいものが多いですね。

それ以前は、体づくりのために
どんな取り組みをしてきましたか？
高校時代までは、「ただ食べている」という
感じでした。例えば、体重を増やしたけれ
ば一食追加するなど。僕は自宅通学でした
が、合宿など団体生活のときには体づくりの
ためにたくさんの量を食べる取り組みも経験
しました。食べることが苦手というわけでは
なかったですが、あまり体重は増えなかった
ですね。

体づくりを行ってプレーに
影響はありましたか？
体重は入団時から 10kg 以上増えて、76kg に
なりました。それに伴って 140km 台だった球速
も、今は 150km 以上になっています。もっと体
重を増やして 90kgくらいにしたいと考えていま
す。当面の目標は、来シーズンまでに 80kg。そ
のためにも、バランスの良い食事を心がけてい
ますし、できるだけ少ない量でたくさんカロリー
を摂れる食品があればうれしいですね。

「北海道日本ハムファイターズ」および「セレッソ大阪」「セレッソ大阪アカデミー」の栄養指導を行っている、
日本ハム（株）中央研究所の管理栄養士が、普段、選手たちが食べている食事でどんなところが重要なのか、栄
養面のポイントを解説。今回は福島投手が練習後に食べた食事についてコメントを聞きました。

アスリートが選んだ
ある日の食事

大盛りのうどんでエネルギー源の
リカバリーができています。たん
ぱく質のおかずも複数あり、筋肉
の修復に効果的です。さらに、ビ
タミンやミネラル、水分補給がで
きる豚汁、サラダを組み合わせて
いることで摂取できる栄養素が増
えて good！

ファイターズ
栄養サポート

担当管理栄養士 
八巻法子

Photo／©H.N.F. 20

P20_アスリートの食_ファイターズ_修正2_ol.indd   20P20_アスリートの食_ファイターズ_修正2_ol.indd   20 2024/09/18   13:34:192024/09/18   13:34:19



表紙・本文デザイン／
花岡 樹、小見山紗織、⻆田彩奈

（シンプルコミュニケーション）
表紙撮影／平松唯加子　
表紙料理／尾田衣子
表紙スタイリング／駒井京子

日本ハム株式会社 広報IR 部
日根真弓
TEL: 03-4555-8024
e-mail: m.hine@nipponham.co.jp

QR コードより、
電子ブックも
ご覧いただけます。
https://www.
nipponham.co.jp/
fun/rotary/

「JA全農×日本ハム
共創プロジェクト」を始動
　日本ハム（株）は、全国農業協同組合連合会（JA全農）と、持続可
能な国内畜産業の発展を目指し、事業連携に関する協定書を締結しま
した。JA全農は国産農畜産物の安定供給を担い、日本ハムは国内最
大の畜産加工メーカーとして、共創をテーマにたんぱく質の安定供給
を追求しています。両者の連携により、相互の経営資源やネットワーク、
情報・ノウハウなどの強みを最大限に活用することで、お客様への安
定的なたんぱく質の供給と事業の効率化を図ります。「JA全農× 日本
ハム共創プロジェクト」を通じて、畜産業の新たな価値を創出し、持
続的な発展を目指します。

左から、日本ハム（株）前田文男取締役専務執行役員、井川伸久代表取締役社長、全国農業協同組合
連合会 桑田義文代表理事専務、齊藤良樹常務理事。

＊2024年7月9日発表時での役職となります

　ニッポンハムグループの養豚農場を保有する日本クリーンファーム
（株）は、青森県上北群横浜町に新たに「新横浜農場」を設立し、9

月 9 日に竣工式を行いました。新農場を設立することで、これまでの
交配から出荷までを 1 つの農場で行う一貫生産体制から、繁殖と肥育
を別々の農場で行う「2 サイト方式」に移行しました。繁殖と肥育を別々
の農場で行うことで、疾病感染リスクを減少させ、生産性の向上を図
ります。また、新横浜農場では「ウィーントゥーフィニッシュ式」を採用。
豚が搬入後から出荷まで同じ豚舎で育成されるため、豚へのストレス
が軽減され、他の豚群との接触も防げます。この取り組みは、生

い の ち

命の
恵みを大切に、アニマルウェルフェアに配慮した事業に取り組むことを
目的として、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

　ニッポンハムグループは、中期経営計画 2026 のテー
マである「たんぱく質の価値を共に創る企業へ」の実
現のために、社会と生活者の変化を見据え、将来求め
られる・喜ばれるものの創出に取り組んでいます。また、
組織や会社の壁を超え、未来に向けて新たな知恵を融
合することで、自社のみにとどまらず、新たな価値を生
み出す企業づくりに挑戦しています。これらの当社の取
り組み内容を紹介する動画の配信を昨年度に引き続き
実施していきます。今年度は「たんぱく質を歌おう♪た
んぱくSONG」と題して、たんぱく質の価値を音楽に乗
せてお届け。各回、ニッポンハムグループ従業員も出演
し、中計 2026 に基づいた取り組みをご紹介していきます。

新中期経営計画2026
初年度の取り組み動画配信スタート

ぱくたん

たんぱく S ON G
とともにナビゲー
トします。ぜひ一
緒に口ずさんでみ
てください。

たんぱく質の化身

動画はこちらから

https://www.
youtube.com/
watch?v=P5MIjmhyJ5M

https://www.
nipponham.co.jp/
ir/library/annual/

サステナビリティ
レポート

QR コードよりご覧いただけます。

「日ハム式 たんぱく質 未来マップ」
サイト開設

　「日ハム式 たんぱく質未来マップ」を新たに開設しました。本サイト
は、多様なたんぱく質の供給と価値向上を通じて、日本の食の未来を
支え続けるニッポンハムグループのさまざまな取り組みを、5 つのテー
マで紹介しております。有識者の見解や一般知識・データ等を交えな
がら、たんぱく質の未来の価値を皆さまとともに考える情報を発信して
いきます。当サイトを通じてたんぱく質の可能性と価値をもっと知って
いただき、より楽しんでいただくための未来の案内図となるような情報
メディアを目指します。

QR コードよりご覧いただけます。

https://www.
nipponham.co.jp/
tanpaku-mirai/
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ニッポンハムグループ広報誌 ロータリー
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e-mail: m.hine@nipponham.co.jp

QR コードより、
電子ブックも
ご覧いただけます。
https://www.
nipponham.co.jp/
fun/rotary/

エッセイ・江上栄子
食からみえること

食を超えた挑戦
国産鶏肉 桜姫®はなぜ、
人気ブランドになったのか？

特集
ラーメン進化論

ニッポンハムグループの人と技
日本ピュアフード 青森工場

Rotary のおいしいひと皿
自宅で簡単アレンジ麺

アスリートの食
北海道日本ハムファイターズ　福島蓮投手
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お問い合わせ窓口

「JA全農×日本ハム
共創プロジェクト」を始動
　日本ハム（株）は、全国農業協同組合連合会（JA全農）と、持続可
能な国内畜産業の発展を目指し、事業連携に関する協定書を締結しま
した。JA全農は国産農畜産物の安定供給を担い、日本ハムは国内最
大の畜産加工メーカーとして、共創をテーマにたんぱく質の安定供給
を追求しています。両者の連携により、相互の経営資源やネットワーク、
情報・ノウハウなどの強みを最大限に活用することで、お客様への安
定的なたんぱく質の供給と事業の効率化を図ります。「JA全農× 日本
ハム共創プロジェクト」を通じて、畜産業の新たな価値を創出し、持
続的な発展を目指します。

日本クリーンファームが
新たに「新横浜農場」を設立

　ニッポンハムグループの養豚農場を保有する日本クリーンファーム
（株）は、青森県上北群横浜町に新たに「新横浜農場」を設立し、9

月 9 日に竣工式を行いました。新農場を設立することで、これまでの
交配から出荷までを 1 つの農場で行う一貫生産体制から、繁殖と肥育
を別々の農場で行う「2 サイト方式」に移行しました。繁殖と肥育を別々
の農場で行うことで、疾病感染リスクを減少させ、生産性の向上を図
ります。また、新横浜農場では「ウィーントゥーフィニッシュ式」を採用。
豚が搬入後から出荷まで同じ豚舎で育成されるため、豚へのストレス
が軽減され、他の豚群との接触も防げます。この取り組みは、生

い の ち

命の
恵みを大切に、アニマルウェルフェアに配慮した事業に取り組むことを
目的として、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

青森県に新設された新横浜農場。

　ニッポンハムグループは、中期経営計画 2026 のテー
マである「たんぱく質の価値を共に創る企業へ」の実
現のために、社会と生活者の変化を見据え、将来求め
られる・喜ばれるものの創出に取り組んでいます。また、
組織や会社の壁を超え、未来に向けて新たな知恵を融
合することで、自社のみにとどまらず、新たな価値を生
み出す企業づくりに挑戦しています。これらの当社の取
り組み内容を紹介する動画の配信を昨年度に引き続き
実施していきます。今年度は「たんぱく質を歌おう♪た
んぱくSONG」と題して、たんぱく質の価値を音楽に乗
せてお届け。各回、ニッポンハムグループ従業員も出演
し、中計 2026 に基づいた取り組みをご紹介していきます。

新中期経営計画2026
初年度の取り組み動画配信スタート

「統合報告書」
「サステナビリティレポート」を発行

　ニッポンハムグループは、サステナビリティ活動や ESG 開示
（Environment ＝環境、Social ＝社会、Governance ＝ガバナンス）、

Vision2030、5 つのマテリアリティ、中期経営計画 2026 などの情報
をわかりやすくお伝えする 2024 年度の「統合報告書」と「サステナ
ビリティレポート」を発行いたしました。

長期投資家・ESG投資家など各ステー
クホルダー向けのレポート「統合報告書」
は、財務・非財務の両面から価値創造プ
ロセスを紹介しています。本年度の特集
は、多様なたんぱく質の研究開発など価
値づくりへの挑戦を取り上げています。

統合報告書
「サステナブルな未来のために私たちが
できること」をテーマに、「カーボン
ニュートラル農場への挑戦」「商品包装
の進化」「持続可能なまちを共創」の3
本の軸を中心に、当社グループでのさま
ざまな取り組みを掲載しております。

サステナビリティレポート

統合報告書

統合報告書
https://www.
nipponham.
co.jp/csr/
report/

https://www.
nipponham.co.jp/
ir/library/annual/

サステナビリティ
レポート

QR コードよりご覧いただけます。

「日ハム式 たんぱく質 未来マップ」
サイト開設
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